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巻頭言
一一

恒績發展への努力を誓う
恰も本曾創立30周年を迦へた今日、對日識和の機運が漸く熟して來つLあることは、何物にも響へ難い慶びで

あります。

顧れば過るII召和23年、木曾の復興を企闘してから浦三年、壼曾員の感り上る熱意と、官民諸機關の絶大なるご
援助によって．餅員目標たる10,000名を突破し・職馴修一劇の大組織を作り・事業の進展･活動の伸張･曾誌の月
刊復麓・創立30周年記念事業の斜罐等、將に林業人の誇りとでも言ひたいやうな氣持力轍します。

しかし、蹴ってこれらの現象を冷靜に客擬覗すれば、無論職域の大いなる力が髄ってゐることば、否み“､事資

でありますが、叉反面から見れば、た野単に漫然と多数の騨昌人が寄り集ってゐるだけで、未だ對丙的にも對外的
にも、自信をもって侍み侍まれるだけの底力が不足してゐることを痛感させられます。若し今日の姿に満足してし

まったならば、本會の恒識的發展は甚だむづかしいやうに老へられま龍

この際我盈は、倉員一人一人の椿つ墜富な力を良く理解し、これを合理的に蹄納し、あだかも黙滝の水力軸流か

ら支流へ、支流から本流へ、逢には大江が巨大なる力をもって大洋に押し出すように、筋道の立った壯大なる會活

動を期待lﾉ得る如く努むべきで錨ります。ヒオ劫菖ためには､一つ一つの思ひつぎではなく、秩序立った合理的の運

動によって、誰にでも分るやうな方法を以て、會員と誠會大衆に呼びかけ、木曾に對する正しい理解と認識を深め

ることが必要であると恩ひますb大き燕力を保有しながら、これを徒らに瀧をたる遊水に滞らせたり、末無し川に

維らぜるやうなことになって職洵に稲濟まいことであります。

以上の運動の具現方法としては、

①禽員が献曾公共の種為なる關係で結びついてゐる分野の特質を明らかにして、理解宣傳運動の照黙を夫登決
哀めねば厳りません。

②夫全の分野を取稚く職曾謬境を究明して、と’鍔に野ﾗｰる蓮動の對縦を撤てればなりません。
これらを土台として、

③運動の手段と方法を選ぶこと。

④如何なる技術と順序によって運動を推進するかを定めること。

⑤焚金と運動の結びつきを決めること。

等の計謹性ある運動方針に基いて、明細なる立案がなされぬばならないのであります。

而して、か上る立案をなそうとすれば、どうしてもその前提として、會員のF1世論調査jと「實態の把握」力泌

要されるのであります。

以上の運動方式は、大分以前から米國に霊達し、現今日本にも典りつLあるP瓦運動(PumicRelation$の原

則を引用して、我舞の場合に鐵てはめて見た蟹けのものでありますが、これは単なる米國の模倣でもなく、またP
、運動の提灯持ちでもありません。たまたま鍵にr丑運動の内容を管見して、激て堅く信じてゐた所に相溺れた喜

びと重要性を深く感銘したからでありまうも

即ちこの方式によれば、木曾の骨組みは、會員・事業・賓金+PR運動となるの看あって、このプラスPR"

動なくして衝の恒縦發展は求め得ない雲と考へまず。

かLる進j咲方を根燕風くつ壁ければ､木曾は、明瞭にその存在の正徴さと、弧力さを示すことが出來霞すbその

絨果は、對内的に結築力と明るい希望を婚すばかりでなく、就霞公衆の好意と支持と儲頂を得るのであります。ま

た、曾員の私的禰賊と木曾の公共的責任は、完全に一致する確信が得られるものと信じます。

要するに我,割f務振溌者は、か上る基礎的にして合理的の曾閲發展の方案を、しっかり身につけて、一貫した親

切なるサービスをするのでなければ、曾員諸賢に對する鎮務を忠徴に果すことは出來ないのであります。

自らの微力を省ぷて唯を汗顔に堪えないものでありますが、この慶び多き記念の年を訓して、我舞は猛省護起、

本曾恒縦發展への努力を固く誓うものであります｡血のつながる脅員お互ひの曾團として、共に本曾の底力を培養

するため、ご繁務中恐縮でありますが、偏に諸賢のご支援とご叱正を切望して止まぬ次第であります。

〔昭和26－4－20稜川稿）

唾
▲
９
０
刃
０
９

■



L

一

米國國有林に於ける
、

1

，… ib" I I…そ…~…….; !…..….……： 『……．.……I

業案|"I!成
8

1
9

1 1 町

１
１
１
１施

６
１
．
１
０
４
９ (1)

中 山 博 一

ー －一二

蕊職
I夫為専門の立場から分捲執筆されてゐる｡本書全農は極1

1〈綱に認職…､熱について臓示きれない。 I
． 一内 容－－

｜］ 經管の根本方針 6回歸年 （

， I
2．森林腫劃 7．林木蓄積

I3．森林調査 8．收蹴洲裟法

L典麗堂一塁欝壁－1

‐ドせしめる事になる。反對に幼齢林の多い東部の森林地帯

に適用する時は、正常なる蓄積の造成をさまたげ、之叉林

地の生産力を低下せしめる。

第2の方針は、土地の生産力を最高ならしめるけれど

も．之を眼く推進する時臓、年だの伐採餓が同一とならず

國有林の生産材に依存う_る地元市町村の經濟を混簡艇しめ
る怖れがある。

第3の方針は最も理想的なものであるけれども、目下の

國有林の現状に於いては､之のみを推進し得る力珈き集約

なる事業瞳(經誉瞳）は無い。

かくて、笈際の施業案(經誉案）鯛成に常りては、賓状

に照して、之に最も適合するが如く、3つの方針を融合統

一ぜしめて行く必要がある。そうして、念．<’ことなく、極

・めて徐為に法弱伏態の出現に努力してゐる。

米國國有林の管理經誉に雷つては、あらかじめ、基礎的

の政策及＃狼1を定め、之等を便蕊式の挽籍用雷物として發

行してゐるO之等の中に夫盈全國に噸用可能のものもあれ

ば叉地方的にのみ有敷なものもある。而して施業案は此の

方針を夫埼の事業唾の實状に営てはまる糠に説明するもの

であって、新な方針を作るものではない。

要之、米國國有林の使命は、合衆園國民の生活に對し必
夕 r

要なる木材を絶えず供給する事にあると老へられて居る。

2． 森林随割

1〕事業塵(WorkingCirc1e)之は、森林の最大の匿

訓であって.「森赫よりの生産物が保溌的に收謹せられる

｡直域lと老へられて居る。此の事業畷の大きさとしては、
総別の標準はない○夫為の材型、澱出機關の舞豹度に依り

種盈である。最小の大きさとしては､大約15,000=ーカー

より500'000エーカー迄が場所によ′り、老へられてゐる。

此の事業瞳の中には､-時埼私有林が含まれ為辮があり、共

同して、1つの施蘂案が編成せられてゐる。

一

蝿
伽
邪
凱
瞥
番
Ｉ
Ｌ
Ｉ

－－刃

’1． 經管の根本方針

釧執園有林經管の根本方針は、矢張り保綴作葉(Sus-

taine(I-yiddManagement)の遂行と云ふ職にある。そし

て、此の保縦作業を質行し得る法正林(NormalForest)

の避成を燈後の目的としてゐる｡併し、國有林の現状に照

す時に、急速に此の目的を達成する事は出來ない認吠にあ

る。そこで、資際には、次の如き3つの根本方針をたて、

倒伏に態じて、適宜に之を組承合せて行く方針をとってゐ

る。

1．毎年賂々同量の伐深量叉は收入の維持

2．各林分を造林的に見て育林上必要なる量だけの伐深

3．出來るだけ短い期間内に法正欺態を出現せ乙必、生

長量と收穫量(HarVeSt)とが等しくなる様に伐深し

て行く と

第1の方針は、國有林の生産材に弧く依存する地元市町

村がある場合に必要となる。併し、西普膨侭林の如く、過熱

林分の多い所で、此の方針を嚴密に刺罐する時は、過熱林

分がいたづらに放置せられ、その林地の潜在的生産力を低

率

L

2）分歴(B1ock)之は、大侭地形により麗分せられ、

數個の林班を含む。將来2つ以上の事業風に腫分せられる

可能性のある場合､叉第1施業期間に於いて､伐採の行は

れる見込の無い相當面積（1流域）の焼跡地、叉同一の按

腿系統にある飛地､更新が徐冷に進行してゐる伐採跡地等〔錐者）静岡大學教擾.

1〕一
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高低差の激しい山岳地方にありては、焦黙距離の長い(f=

81/曾吋）レンズにより撮影する。之によりて、立燈鏡のも

とに於ける高低差の渡禮槻を、前者にあ･りては大ならしめ

後者にありては、逆に小ならしめ、到讃の敷果を大ならし

めるのである。更に、縮尺は林業上、最も効果的であると

老へられて石1吋:1哩(I:15,840)が用ひられ､叉撮影

にはmixmSblueフィルターを用ひた赤ﾀ煽眞フイルムを

使用してゐる。此のフイルムの問題は未だ確定的ではない

が、普通のパンクロ・フイルIL，よりも、前述の赤外篤眞フ

イルムとフィルターの組合せが、樹種の測識に最も適営と

せられてゐる。

航空寓眞に依る林棚岡の作製は､林型(TimberType)

大きさ<SizeClasS)及1;畷庭(StmdDenSity)の3因子
を離礎とする。林型は職種によるのであるが愈篤眞上に於

いては、凡ての樹種の箭賜Iは困難であるから、計賜り出來な

いものは。類似のものと一括して1つの林型とする。例へ

ぱ、 ASpen及Paperb廿曲の如きは一括し、叉Spruce

とBal"mfirも一括して1つの林型とする。第9誉林局

に於いては、かくて13の材型を識別してゐる。大きさの

階級につい･ては、更新材地・小ﾒI大林.｡小鑿材･用木林及大

製材用木赫の4つに瞳別し､疎密度については適､中衛
及疎の3階級とずる･之等の腫別は最4緬積2.5英町（約

1町歩)迄､若u鼠別が明瞭を峡く時は5英町迄に止める。
大きさの階級を決定十るには､樹高及樹冠直径に依る。

樹高は、透明のセルロイド板上に刻まれたHarv"dPa-

ranaxWedgeを燃眞上において、霞艘鏡のもとに資臘槻

を得て、之により測定する』樹冠直睡も亦透明のセル戸イ

ド板上に刻れたWtdgeS(ille叉はダイヤグラムを用ひて

測定する，次に疎密度も同様に透明なセルロイド板に識か

れた疎密度のダイヤグラムを用ひ.之と上鱸して決定する。

以上の杜雪曜正確に行ふためには、富眞の取扱ひに熟練

を要すると共に、調謹世の事情に通ずる必要がある。そこ

で剣識者は彼の全仕事量の30％の時間を野外に於ける資地

踏査に用ゆ可きであるとせられる。

林地が平坦にして、精密を要しない時は、嶌眞をその‘ま

ま地卿として、その上に譜かれた各種林型の面籏を求める

事が出来る』地形に高低差があり、複雑の場合は、放射線

法に蕪く謹寅に依り叉機械によりて修正し、基本圃(PJa-

niJnctricmap)を作る，州来上りの地悶は2吋: 1哩（約

8,090分の1）の縮尺である｡･第9誉林局では､林型は鯛

色、水系は帝色及共の他地上地物は黒色の3色刷の蕊本間

を作ってゐる。

31經菱第9撫氷局に於いては、1947年以来銃に

600萬英町の撮影を了した，之の經數によれば、前述せる

）一

がある場合に分腫が作られる。併し、此の分瞳は屡盈不必

要とせられる。除程'､ツキリした理由が無い限り、却って

記録を複維せしむるに過ぎない。之を要するに、分塵は或

る事傭のもとにおいては，有用である力$､普通多くの事業

厘に於いて不必要とせられてゐる。

3）林班(Compartmen句之は“森林經螢及琶林作業

の便通のために、森林面機を、更に腫分せるもので､､林分

(Stand)の境と一致するを必要と.しない天然叉は人工によ

る泳撒的の境界線により腫別せられる一つの箪位である”

と定義せられてゐ為。

集約林業が行はれる森林にありては、特に有用であ患と

老へられてゐる･施業案の出來てゐない只施業方針(Policy
〆

Statement)のみが書かれてゐる粗放なる事業礎に於いて

は、此の林班腫分は設けられてゐない。

4) Stimd之は“特定の地域を占むる林木の集團で、

均一な林分継成（樹種）齢級關係を有し､‘而も、隣接林分

と畷別し得る賊態にあるもの．，と解されてゐる。本邦の小

班と同一遭考へられる。航室鳶眞に依り正確に、柔タンド

を示す地圃が出来上ってゐる時には、林班よりも、寧ろ、

此のスタンドの方が集約林業の蕊礎となる。

一
ｑ

《
・
》

１
１
く
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●
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Ｈ5）作業級(Wor"nggroup)之は“同一の造林上の

取扱ひをうけ且つ同一の輪伐期により施業せられる林分の

集合燈，と老へられる。集約經醤の行ほれる或る事業随の
ぎ

加厳案に於いては、かkる竹錐級の設定に對する考慮が望

ましい．乍然､多くの場合に於いて､作業級ほ､施業案に
於いて、必要峡く可からざる要素と云ふよりは、寧ろ、希

望的なものと老へられてゐる』

3．森林調査

1）精密度森林調査の正確度に就いては、その林業

の集約度に依り異るが、普通の事業唾に於L,ては，20％の

誤差迄は許され得ると考へられる｡施薬案編成のための調

査に於いて､誤差'0,6以下の正確度を要溌-る事は稀で
ある。

ヨ

《
『

9

2）航空索興の矛II用(地圖の作製〕森林調査に對し、

今や米國に於ける航察篤眞の軍蕊性は動す可からざるもの

である。林業に封する航峯篤眞の利用は太膿10年前より

始められ$他の目的のために撮影せられた縮尺2蕊分の1

の篇眞を利用して進んで來たが、近来は林業濁自の立場に

立ちて、林業に蝦も通した撮影法により、特別の篤眞を雄

得するに至ってゐる。即ち、平坦地に於いては、焦黙距離

の短い(f=6吋）レンズにより、之に對し西部地方の如き~

－〔2

1
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地がある事を知る可きである。

之等雨者の標準地は、夫為設定の目的が異り、從って林

型の腫分法其の他細部の調査法に就いては、必ずしも同一

ではない。前者をForestManagementPIRnSurVeyと云

ひ、後者は所謂NationalmZest･Furveyと'てて魔く知ら

れてゐる調査である。其め他AcqUiSifionSurVey .と云っ

て民林を國有鉢に購入する場合②調査法がある。之は最も

精密を要し､漂準地の数も多くなる。そこで施業案編成者

は、今施業案を編成せんとする事業瞳に於いて、己にFo=

rfstSmfvey其の他が行はれてゐるならば、其の瀕査結果

は、その目的に合致する様に修正して、充分利用する頚が

職められてある。

標準地の形状艇づいては、色為と考へられてゐるが、理

論的には、地形に應じて狭くて長い形力殿もよいとせられ

る。 ・

加州に於けるForEstSurveyに於いては、水平線を直

角に職切って延びる2×1鎖（5分の1英町）が設定せら

れた。之は2;人の調査員により設定緬査ﾂｰるに適す鶏と云

はれる｡蝿かLる渡の標準地が2鎖の間隔に長泌の方向
に3個綾きに設定せられろ｡此の個数は3個よりも少く又
多くとる軸毒へられる､急峻な山岳地幣に於いては3個

1速力鑑も能率的とせられる。地形が複雑で､交通不便の

所では、此の3個1蓮が1日の功礎であり、交邇便利の所

ではその倍が可能である。

調査の簡箪な加州剰郵高原に於いては､調査員は1人

で､此の場合は円形漂準地が好適とせられる。而して、1
蓮の個数については、何個が好いか未だ決定せられない。

かょる數価の標準地からなる蓮結標準地を、標雄地蝿位

(SRmplingunit)とも云ふ。此の蓮結標準地内の標津地

の数を決定する(恒は次ぎの数式を用ゆる。

要因 自由度 鍵數

蓮議騨準地間 n-1 RA+B
蓮結標準地内 n⑬－1) B

計 xiR-1

但し

、……連繪標準地の數

R,･…蓮結標準地内の標準地の数 ・

今､新しい連結標準地の位置を決定する時間が､飯に位

置の決ってゐる連結標準地に更に1つの標郡地を増置する

I噺間に對する比をγとすれば､迩結標準地内の殿も迩鴬な
る標準地の数mは次式により表はされ為。

ユ哩1吋の縮尺の場合、英町営り0.67‘セント（1町歩當

b約10円）此の撮影經費は縮尺により麹けす･るも.のであっ

て、1哩1吋は前述せる如く、1:15,840であるが、之が1

町歩當り、撮影蜜10圓とすれば、之に對し､3蕊分の1の

縮尺にあって、6円、2蕊分の1に對し、8円、然るに1

萬2千分の1に對し20円と急激に増大する。

第9誉林局に於いてば、撮影面韻600萬英町に對し、約

400蕊英町が嶌眞上に林型が記入追『られ叉材穣その他の因

子力弱u上討遊せられた。之が經我1英町懲り2.0セント（1

町歩當り30円)、更に測地的に作られた正確な地圃に、篤

眞の細部を、前述せる護法叉は機械により修正して、移嶌

する經費が1英町営り3．0セント（1町歩蹴り約必圓)o

併し、之は將來2.7セント（1町歩懲り約40圓､迄低下せ

しめ得る可能性力sあると老へられてゐる。

”表之を要するに、過去3ケ年間の撫験に依り得られた虚に
．‘依れば､篤眞撮影及地圏作製を含あて、加業案編成に必要

なる費料蒐集に要する幾用ほ1爽町徴り5．5セント（1町

歩営り80圃）位と老へられる。然るに､若しも、同じ朧な

調査を全割地上調遜によってなさん鋤とするならば、少くと

も1英町歩鴬b30セント (1町歩噛り440m)の多額の垂

＄ 經費力泌要であ零るとせられる。

かくの如く、航崖嶌眞法は、比較的に短時間で､而も、
3

資際上、凡ての森林所有者が支槻し得る範園の經識でもっ

て、經螢上の目的に對し必要なる養料の入手を可能ならし

めたo

4）標準地の設定

航空嶌眞は、上述せる如く、林型の識別及其の外函の決

定､綱目圖の作製に利用せられるのであるが、更に進んで

材積測定にまでは、現在未だ至って居ない。但し、施業案

編成に對する調査でなく、ForeStSurvey甑ら､全國森林

垂木調査作業に對しては、或る林業試験場では、航塞嶌眞

に2,3制穣測定を試筆てゐる。

施業案編成の賓料としての樹種、材積、生長通及其の他

施業計聲に必要なる事項は、標準地の蹴地調査により集め

ら"るのである。
從って、此の標準地の設定は､Q施業案緬成業務中鍾要な

る部門となる。而して、此の標準地の設定については、我

が國に於ける如く、調査者が主槻的に、代表と恩はれる虚

に設定するの歪はなく、近代統計學に難き、林分職成の

Wlrianceを計算に入れ、所定の談鑑率を前提として、標準

地の大きさ､‘幽及位置等を決定するのである。

此の標準地の設定に就いては、観*局力珈操案編成の費

料遂集むる目的を以て､國有林内に設けらるLものL外に、

林業試駒場が、全國森林調査の一頚として、設定する標準

一劃＝

丑=v/TyZ
A

若し、一定地域に對し、蓮結標準地の鯉が決ってゐると

すれば、そうして、此の範園内で最も正確な材秋の推定を

一<3）－
a
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しようとするならば、此の速結標準地は、各林型にその面

積及標準偏差に鵬じて、配分せられなければならぬ。此を

"適正配分(Optimumallocation,'2と云烏雪。

此の配分には次式を用ゆる°

の漂準木について目測せられる時と、簡軍に、中心腰最も

近く存在する木を標準木として直經及樹高を測定し､幾つ
かの標準地より求めた結果により、樹高曲線を篝いて此の

曲線より決定する方法とある。

生長避の査定にっﾙ､て、第8管林局に於いて用ひられる

方法を述ぺれぱ次の如くである。先づ標準地の中心に最も

近い木を標準木とし直“10分の1吋迄〕を測電生長錐に

て木片を取り出し、年輪10個の長さを測定ずる。かくし

第1表直遜級別直經生長表て集められた資料につ

フ
ー

一
瞬

』Ｂ１ｐ
ｒ
、ｎ

雪
一

一ｉｎ

●

pf…･….i番目の林型の面積の全面識に對する比

謎…･ ． 〃 内の材秋の標準偏差

、“･…配分せらる可き速結標蠣地の全数

nf ･･･ ･ i番目の林型内に配分せられた迩結

一 標準地の数

上述の計算方法は、材穣調査には適犠かも知tLないが、

必ずしも他の因子例へぱ生長髄には適徴とは云はれない。

そこで、林型に關係なく、全事業唾を通じて、等距離間隔

に設置せられる方法力堵へられて居る。
へ

筒、もう一つ他の方法の可能性が考へられて居る。それ

は､､材積及生長量を償格に換算し、更にその標堆偏差を求

めて、前述の公式に依り連結標準地を林型別に配分する方

法である。

次ぎに、此の連結標準地の置がる可き位蔽については、

1哩平が他の角の標識(Sectioncorner)を基準にして、

設定せられ､標準地を規則的に認する事及一定年数を經て 、

再度の調査に便ならしめる。

米國に於いては、土地が正確に測定せられ、碁盤の目の

如<に砿切られ、夫舞腫劃の角に標識せられる事はあらゆ

る土地産業に多大の利便を與へる。而して、林業に對して

も、面積の測定に叉推計學に錐く標準地の設定に多大の利

便を與へてゐる。

上述の標準地1×2鎖（0.2英町）の材積調査について、

小丸太木調査の場合は、中央線に浩ふて、幅0.2鎖長さ2

鎖の4W"也輌積0.04英町〕を設定する。更に更新状態

の調査については、此の小丸太木を調査する標鄭靴内に千

分の1英町の小腫劃を幾つ力穀けて之について訓査する。

以上は第5管林局の1例であるが、第8管林局アーカン

ソー州に於いては、更に異った調査方法をとる、勿論絃に

於いても集約度に膳じて、色盈の方法が老へられてゐるが

1例をあげれば次の如くであるぅ

1つの漂準地は、3つの部分よりなる。一番大きな部分一

は、面稜5分の1英町の円であって、その内部に中心を同

じくする面漬50分の1英町の円がとられ、更にその中心に

1邊が16天の正4角形がをかれる。而して、胸高直楓9吋

以上の製材用木は最大の圓形に於いて、次ぎに5吋より9

吋迄の小丸太木は、次の圓形に於いて、最後に胸高直座3

吋より5吋迄の小樫木及更新状態が．最も丙部の正方形の

腫劃内に於いて調査せられる。樹高については、各直裡級

き、樹種別、直恩配りに

10年間の直径生長を示

す表を作る。（第1表

参照）

次ぎに、樹種別、直

径別の英町営り本数表

を作濯。但し本数は調

査の年とそれより10年

後の年に於けるものと

の2つが示されるっ

直樫級〔吋〕生長(IIj)

6 0．9

8 0．6

10 ． 〃

12 〃

14 、〃

16 〃

18 〃

20 〃

22 〃

－

(第2表参照､。

《
》

第2表直裡級別英町営本数移動表

1q年後の本数
1．12

3．56

4．00

3．72

2．43

1．10

0，39

0．13

0．03

Ｊ

吋
ゞ

焔岬
６
８
，
昭
哩
逓
畑
加
、
”

現在の本数

2．03

3．94

4．46

3．93

2‘16

0．74

0．24．

0．09

0.01

《
〕

’ 16.4817．60計

10年後の本数は、次式により計算う-る。

n'､-\n,-,÷#,一号n')-M
nil……i直浬級の10年後の本数

L... . ..直“の括約(此の場合は2吋）

ni……i直裡級現在の永數

〃….･･ i 〃に於ける10年間の直裡生長吋・

ni-1･･･ i 〃の1つ前の直径級の現在の本数

】j-1 ･･･ i 〃 〃 に於ける10年間の

直径生長〔吋）

Ni ･･"･･i〃 〃 に於ける10年間の枯死

その他による本数の減少

－（4）－
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今前式を第2表の直径級8吋について計算すれば

。8=器×2卜03+(3"--器-×394）
－0．n=3656

次ぎに、直径級別\均箪木材秋を計算し、之を第2表の

夫燕の本数に乘じ、合計すれば、現在材積と10年後の材績

とが得られ､之等の差が'0年間の坐鴎となる。

として、重要なる樹種の一濟林に對して、收穫表が作られ

た。乍然､之等の表の或るものは､確に有用であったが、

他の或るものは明らかに不適償であった。之等の收灘表は

材稜叉は生長量の推定に用ひられて來た･收穫表は普通一

濟林に對して、作られるものであるが、不齊林に對しても

数種の特別の收饒表が作られた。そして好い結果を輿へて

ゐる。例へぼ太湖地方に於けるNorH】ernBardwoodタイ

プ及太zF洋海岸西北部地帯のポンデローザ松の收礎表であ

お･
、

普邇收礎表は林分の法正}伏態に於け$材積叉は生長鐘を

示すものであって､之が斑地懸用に鴬つでは常に表の数字

を修正しなければならない。

かLる收謹表に對して､經験的收謹表(Emperi<alyidd

Table)と云ふものが作られる事がある。之は‘特別の場合

の外は、現資林に對する利用の際修正をしない。此の表を

作るには、普通收謹表を作る時の様に作爲的に養料を集む

るのでなく、1つの林型の全母域から、atrandomに標雄

地を抽出して、之によって作製するものである。

更に、將來各地に設定せられる永繊標準地の測定蚕料が

整理せられるならば、林木の生長經路を示す施業上有益な

る表が出來上る事力糊待せられる。

最近魁更に特別な收璽表が涙グラス・フアーについて作

られた，之は年齢の代りにzF均直狸が用ひられ、平均直纏

の大きさ順に、1英町懲り本数､平均樹高及び直裡級別1

本常り材積が示される。之により生長量を推定せんとする

時は、別に樹齢別、平均直裡別の10年間の直礎生長鹸表を

作製して、之零により推定するのである。（以下次號）

5〕永続標準地(PermancntSnmplePlOt) "

之は生長蛍を求めんがために、特に設定せられるもので

ある｡再度の縮による憩識の譜繍が生長量を示すのであ
る。此の永繊標準地は、前述せる標準地に比すればズヅ1、

少L蝋が設定せられる。云ふ迄もなく此の数の決定は抽出

法に韮いて決這せられる。第8誉林局、アーカンソー州に

於ける0naCl'ita國有林總面識約100蔑英町に對し650個

一の永縦標準地力穀けられたとの事である。
此等の永績標準地侭、試験地として選ばれたのでなく-、

●

堵れがをかれた林型の代表林として設定せられるものであ

るから、残りの他の部分と異った幟Iの取り扱ひがなされ

なし様に注意せられる｡第,回に測定せられ跡木がその
垂

まL間蓮ひなく、第2回に於いても測定せられなければな

らないので、此の黙について特別の注意が梯はれ、長方形

の標準地の場合は､その4角にコンクリートの穰識がおか
碁

れる･

かLる標準地に就いて、生長没を求むるについては、推

計學的に種をなる方法が老へられてゐる。

6〕收謹表YieldTable)
×

過去30年間の永きに亘る米國の林業家の努力により､主

r~~--一~~=~祷一～一一一~~~～~一書~一一一一一~一一一～.~一一一＝
物於が魚 第 参林な凡1 第 授業り反との照

｝ しけ水附
臘埜蕊琉塾職蕪鱸滅掌謬簔豊I <許《たる面林
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Ｊ
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、
１
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教
授
・
農
博
岡
崎
文
・
彬
著

第
八
輯
照
査
法
の
實
態

債
八
○
圓
（
含
員
七
○
圓
）
〒
一
二
圓

燃
繼
緋
蕊
蕊
繍
謹
霧

内容
照
査
法
に
開
す
る
文
献
は
多
い
が
こ
れ
ほ
ど
平
易
に
解
説
し
た
も

の
は
少
い
。
澤
伐
作
業
を
論
議
す
る
に
は
照
査
法
の
知
識
を
必
要

と
す
る
。
我
國
の
現
状
で
は
照
査
法
は
資
行
で
き
な
い
と
云
っ
て

反
對
す
る
人
が
あ
る
と
思
う
が
、
照
査
法
の
採
用
を
断
念
す
る
限

り
、
林
業
の
技
術
は
進
歩
し
な
い
。
澤
伐
作
業
に
關
心
を
有
し
施

業
の
合
理
化
を
望
む
林
業
技
術
者
に
本
書
を
推
賞
す
る
（
東
大
教

授
中
村
賢
太
郎
氏
）

林
野
聴
特
産
課
長
片
山
佐
叉
著

第
臘
油
桐
と
桐
油
霊
新
刊
）

償
八
○
画
（
言
員
七
○
圃
）
〒
一
二
圓

諏
一
識
鶴
擢
齢
溌
繊
蕊
鍾

凡
そ
油
桐
と
桐
油
に
關
し
て
は
一
切
を
詳
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し
て
餘
す
と
こ
ろ
が

な
い
。
油
桐
の
最
高
権
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で
あ
る
著
者
の
決
定
版
で
あ
る
。
民
有

林
の
指
導
渚
は
勿
論
の
こ
と
一
般
林
業
家
も
林
學
生
も
必
譲
の
好

参
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業
試
験
場
防
災
部
長
飯
塚
織
著

第
臘
魚
附
林
の
研
究
霊
慧
）

債
一
・
一
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圓
（
雷
員
一
○
○
圓
）
〒
一
二
圓

嶌
眞
四
頁
表
十
二
表
圃
版
三
十
二
，

魚
附
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に
開
す
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歴
史
か
ら
始
ま
り
、
魚
附
林
の
地
形
、
魚
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林

が
水
面
に
與
え
る
暗
影
の
研
究
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其3は､經濟不安定による農村の不況

戦時中及び敗戦直後､食糧不足とインフレ鍛氣とにより

現出した艇村め經濟嫌荊は、室鱒景氣とは云っても、農村

に好禁氣をもたらしたがそれ力覗注、デフレ傾向と一膳の

經濟安定とにより農村には沸ひ難い不景氣が漂'よってい

る。この事は貧弱な農業を一層弱少化し折角行った鍔､改

革すら危殆に瀕せんとしているっ

以上の如き悪條件の下に學今日本農業は､その按爾の近
代化、制度のデモクラシーをめく、って正に重大な岐路に立

っている。

（右の事態に於いて就中注意すべき事は、日木農業の遜代

化の必要性は土地の零細性に基く努働力の過剰にあること

である｡)日本溌業の最近の動向は以上の如くであるが、林

業がその間にあって、農業と如何なる關係に立ち漫業附鎚

の動きにより如何なる方向に導かれんとするかを以下の所

論とする。

1．

原始産業たる林業も亦時代の鍵遜と共に、何時迄も濁り

殻中に閉じ龍っている事は許されぬ。

從來林業は獅胸的問題､誰びに經濟間棚職に立たざる生

産方式等の問題以上に出なかったのである力:､最近他の經

濟的動因に刺戟されて新たに經濟面より林業を分折し城討

せんとずる氣蓮が起ぎつ上ある。

さて林業を經濟面より観察する場合、そこには自ら二つ

の方間がある。第1に林業それ自鰻を中心に掴察する場合

と、第2に林業を他經濟との關連性に於いて橡討する場合

とである。

、特に農業力淋業に對する相關關係は､挫民の多くが材業

を誉み､林業を經誉する者の大部分が農民であるといふ一
事をもってしてもその重翻生力噛然肖定されよう。吾人め

注意力称この關連性に向けられねばならぬ所以である。

《
鹿
）

可

2．

3．

日本農業の僅態は如何であらうか？それをｰ言のもとに

表現すれば土地の零細性と人口過剰に原因する生達性の弱
少である。Iﾖ本鍵業に於いては制鈍面概力殿稀少要素とし
て朧存し、鍔剛力ほこの從扇函数と見倣されてきたっこ上

に日本盤業の基底がある。

没薬の今日の謹態は､人口過剰といふ－今條件に於いてツー

らその前途に更に茨の道を懲想出来るが､別I1ふるに他の多

くの事態にも提示されている。

其1は、敗戦によ為工業關係の閉塞である。從來農村に

於ける過剰人口は都市及びその近郊に散在する工業の勢働

溌備軍として存在し、農閑期叉は随時に工業機織にその努

働力を提供していた。併乍、それが敗戦によりこの遙大な

る農村の過剰勢剛力は吸收されず､却って失業したｴ業人
口を歸没の形に於いて秦漬させた。

其2は、敗戦による版圖の縮少による人口過剰現象の出

現。日郊継は戦前は於いても人口過剰を卿ち、それによ

り幾業の近代化が阻止惑れていたのであるが、戦後版圏の

縮少といふ現蜜により潅犬なる人口が狭い國土に群集し

從来、農業上に於ける一一農業面より見た－林業の役

割はどうか？それは次の利用形態を通して野ある。

（1）飼料堆厩肥給源 。

（2）薪炭林給源 ，

（3）川材生産 ．

“）林業鍔伽

尚ほ右の各盈の利用形態の農業上に於けぁ比率は慨山林

が町村に近く存在するか全く離れて存在するかの存在状態

によって異る。

又林業生産物の生産目的より見た時､次の2つに分けて

考えられる。

（1）商品生産を目的とする

この場合には商品生産を導業とする力副業とするかの2

つの業種力堵えられる。

（2）自家消溌期を目的とする

即ち幽寸民の生活と林野甦の闘係はこの生産目的、生産

業種形態(鮒業の形態をこLでは一噸簡単に業種形態

ということにする）を通じ、前述の利用形態をもって關係

を保っている。

)－ 、

《
】

(錐者）林業試溌場經警部

－〔6
手

夕’
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るが､殊に農業を從とする第2種農家の割合が大きいこと

はこの種農家の性質を示し､定』､る，叉林業賃勢側の釜磯に

對し占める測合は､第1種兼業農家では全謹の12.2％で
其他の賃勢働及び人決日朏に次ぎ大きい叉節2種兼業農家

では9.9％であり、人夫、日傭、工業賀勢働の下に位する

林業質勢働力瀧2麺兼業農家より第1種兼業挫家に多､唾

とは農家經濟と林業との關係を示すものであらう。

次に（ロ）の他の産業を蟹むものでば第1種兼業者は、

木炭製造其他の林産物生産採取業が23.5％で第2位の商

業の14‘3％を遙るかに離している。第1種兼業農家に木

炭製造其他の林産物生産採取業の劃然と多いことは林業が

農家の兼業として軍要な位置を占め、農業と林業との棚關

關係の高いことを意味ｻｰるものである。

第2種兼業農家では、木炭製遜其他の林塑物採取業は

10.3％で商、工、漁に亜いでいる。

以上は兼業形態として就中勘第1種兼業農家にとって林

業が顛要な經濟關係にあることを示すものである。叉この
〆

兼業農家と耕地面識との關係を蕊ると、第1種兼業幾家で

は耕地面韻1町未滿67％、'第2種兼業農家では1町未滿

94％を占め、大部分の兼業農家が1町末流であることを示

している。逆説的に云へぱ農地1町歩末流の中少農家毛は

兼業を必要とし上述の如く不可分關係にあることを示すも
■

のである。こ＆にも鍔也卿の進んでいる今日剃藻力挫家

の經濟生活上以前に増して重要さを加えてきていることが

鏡はれる。

この關係を具鐙的に圖示すると次の邇りである。
一一一一一,

生産目的|業種|礪鋤)｜刺附形懲｜
“爾晶を”l難業 くり"獅噸’

こす、 ｜職
｜、

“自家用淌識’

（1）商船を目的

とする

‐

⑫）自家用淌徴

鄭業

副業

、

》

『

この中副業的並びに自家消費的山林利用形態は農業にと

って經濟的にも、農業それ自禮の問題としても頗る重要で
あり、特に副柴的（兼業的)利用形態は中小鍵業にとって

は不可分の關係にある。

－ この關係を明白にする篤、ちな象に昭和’6年の数字を
あげてみると（森喜一著隠本農業に於ける査本主義の發達

154頁）

（イ）賃勢働者職員たるもの

農業日怖季節雌第1種兼業農家節2種兼業農家

農業定傭 1.09％ 7.2％

林業賃勢側 1．9 1．4

漁業〃 〃 12．2 9．9

鮒諜〃〃 2．8 6．4

大工業〃〃 3．6 41
ノ

中小工業〃〃 12．1 12.韮

商業〃〃 3．2 3．6

交通業〃 〃 5．8 6．8

人夫日州 17．1 15．2

家事努働 3．3 2．6

其他の蝿涛働隼 応B 19.2

（画〕他の産業を誉むもの c

森林業 9．8 3．0

木材製造業 21．1 9．2
ヶ

其他*睦物採取業 2．4 1．1

漁携業 7．3 17．8

‐水産増殖業 1．6 1．0

工 業 11．4 18．1

商等 業 14．3 26．6
交通業 4．3 3．9

小作其他財窪收入 11．8 9．3

其他の産業 16．2 10．0

第1種鐸農家54.3％、第2詞諜農家の62.2％は賃

勢働者職員を兼ねるものであり､淡業以外の産業を目醤す
る兼業農家の劉合は第1種兼業農家では45.7％第2種兼

業幾家では37.8％となり共に兼業の賃勢働化を示してL,、

一（

鵜幾襄』
76．1

18．1

1
4．2

・ 0．5

0.ユ

0．0 1

|専業盤家|燕嬢’諭爾運旦L
5反末 減

岬
嚥

１
２

一
一

反
町

５
１

滿
浦

未
未

町
町

３
５

－
■
一

町
町

２
３

5町以上
」 』

農業と林業との關係は以上の通りであるが､現在の農業

状勢は、農地改革といふ内部的動因を加えて農業上に於け

る林業の位砿をクロ.ウズアップした蔭それは下の如くで湯
るっ

日木鐸に日華事鍵及び太平洋戦争を通じて萌え出した

農業近代ｲ噸向も敗戦と共に勢伽過剰並びに他の悪{嚥件に

より頓坐し一大危機に幸っている。この事は前述の遡りで
あるが、こLに於いて從來農家總濟-HII蝉に副業的内職的

及自鏑肯饗材料給源として輕く考えられてWこﾎ鐸も以前
より甚しく頑要な意義をもってきている。それは農業に集

積している過剰勢側力を更に合理的經濟的に林業に疎撞口

を見肌させるといふ熟におい筵鱒あ為。

7＞－

17.4％

30.3

39.1

10.1

2．6

0．2

単

28.7％

38.4

2尻3

4．4

0．9

0‘1

甲
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これを林業の問題として診‘た場合には、更に多くの勢働

力を鐸する事によってはたしてその生産性が高毒るや否

やの問題である。

若しそれにより生産性の向上が可能なりとすれば農業と
しては過剰なる努側力の疎通口を見出し兼業による經濟的

利盆を享受し得ると共に更に農業自鰡とじ迄は、若干なり

ともその生達性向上及び近代化への刺戟ともならう。こム

に隙に取っても、林業にとっても一つの問題が提示され

た課であお･

農業はこの黙に關して一層の認識を必要とし又林業はこ

の問題に對して、III蝋象的概念的にその可能性を肯定する

のみならず、具鎧的理論的に農業にその解決を呈示せねば

ならない。

これ力淋業經濟の農業經濟との關蓮に於ける一つの重要

な方向である。

壷
戸

‐ -一古 書 一斡旗一一
○下記の慨絡ほ特約書店の賓償で､御註文に對して木曾は詮料の外に斡旋手数料としてその1割を申受けますb、

厩 円

禰井．日本の氣候〔昭14) 250 山林局 ベニヤ板に關する調査〔昭11) 300
脈生土壌と肥料〔昭17〕 130 上村掬氷利用學<下・林産製造）（昭,12) . 300
岩崎 モロゾウ森林學〔昭10〕 350 西田 木材化學工業（上．下）（昭22) 300
土井造林學汎論(liH23) 200 厚木木材の化學及ｲ蝉的脳用（昭19) 150
藤島更新論的遥林學〔昭18〕 650 大日本山林曾．木材パルプと紙:ﾉ蝿人繊（昭12） 30O
佐藤林木育種論〈昭18） 100 鹿島 ニセアカジア樹の研究（大12） 150
山林局 タンズツー麓地植物生態學〔昭2〕 300 〃 ， 〃 150利用（昭8）
寺崎蜜験間伐法要綱〔昭3） 350 坪井質験竹林造成法〔大6） 300
杉浦鐸伐林並近代林業に於ける鐸伐林の意競300 山林局竹林特にマ漠ケ林の開握勵象と
伊藤 ／カンゼン北中部ドイツブナ林の府暁 250 其恢復策に就て 200
東犬演習林森林植相澗査方法の大要〔昭11） 100 竹内 竹． （昭17） 15O
植村‘ 改訂義林經理學〔昭5〕 650 高知醤林局四國の木竹工蕊(昭勾 180
藤島調棚i業計謹〔上.下〕(昭16〕 900 北島･矢野桐樹の病遥書と其騒除法 180
島村資用森林数躍〔前・後)qji38｡39) 600 輿林曾稚茸。なめこ榎郵の人工栽塘法（昭12) 200
吉田 測樹學要論(昭16〕 650 山林局 山野の遺利萱茅の利用（昭9） 100
中島林償算法及森林較利皐〔昭24〕 300 三浦炭窯百態 300

〃問題解義（昭16〕 360=熊本誉林局日向窯とその改良（昭6） 250〃

200 安蕊管林署木炭加工切淡〕に就て（昭9）・青森誉林局ピオレー照査法諭（昭3） ・ 50
川獺林政要諭（明36） 250

東蕊観*局＝燕鯛識灘瀞鰐'臘査の 200 植村本邦林野の入曾關係と入會瀧（大12） 350
山林局 ブナ林の施業参考鉦料(IIgl32 350 大日本山林癖明治林業逸史(正､綾) (昭6) 500
寺崎天然生林の施業法及施業計誰法の要旨〔大'4)250 徳川木曾山 ・(大4） 700

束京醤林局森林の取扱に對する生態學的解騨〔昭5〕250 島田 森林組合通義(昭18） 300

藤烏 ′躍為鱗i?根艫に基く篭赫の 東京“扇簡易委託林設鱈に雌(鵬聡) 50200 全山聯林業經濟政策蚕料（2,噸）〈昭1q,16) 250
土井森林保護･學〔昭13） 250 奥野米材及其]反引(大14） 150
山林局防 風 林〔昭10〕 1000 東京木*鋪Iﾙ合木材取引の鍵遜(昭勧 ' 150
刺岡 防潮林經瞥研究録〔昭23〕 250 羽岡 國土再建鎧鉢獅鴎篭演集(昭22） 300

か （大15) .關谷樹木の外科手術〔昭12) 300 川瀬 し 250
諸戸諸戸測、量學〔昭6〕 650 帝室林野局ひのき分布考（資料編共2冊) 700

龍居日本名園記（大14） 300

，' 理撫駕繍鑿鰯｝ ‘” ±,,．“闇繍檸…)《卿” “”鑑園植物大圏説(針葉樹編3船X昭12）3000
河田 海岸砂丘造林法（昭18） 200． 諸戸 大日本有用樹木効用編〔附圃説)(明42） 300

湊 賞用製材術(昭の 600 牧野 同本植物圃鑑(昭;3 - 'M8小林簡易製材〔昭12) 700 北陸館擬源植物事典（昭24).
田中幽鋪鐵戒及木二蝋械(昭23） 200 渡遥 、日本樹木謹鼠網目録(昭12) 1800
佐藤木材エ蕊0属2〕 、，50 松村大眉本害虫腿説" 2:;:
田中駿新木材の用途(鵬"） ‘0． 衞山盃鑿用慰赫熟讓卿） 』”
關谷木材眼弱諭〔昭“） 300 東大造林學激室銅挫態語蕊(昭8） 250
振興會木材工蕊材料〔昭18〕 100 宮崎植物生態篇眞の研究(IIH11) 600
束京掛林局合成樹脂膠蒲法に依る木材性僅の 生物學愛繊法講座（植物學關係14州諭） 4500

改良(IM318) 100 潤葉悶材利用調査書(1-5輯X昭4-~8)揃 1500

《
》
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部門が遡氷のそれに比し過大であり、近來急速に偏破なも

のとなりつムある現在、その表の一半が經掻案編成技術中

の一重漢部門である標準量の主襯的算定にあったとすれ

ば、薫大問題といわざるを得ない。吾盈は今日改めて標準一

量なるものに對する科學的魏淀方法と、その結果に對する

敬虐な信仰をもつぺき秋に到っていると思う。 ．

以上の綴な見地から私は、以下それらの事柄につき湊學

乍ら一私見を述べて皆様の樹眺到を仰ぐ．次第である。

（1）標準量､指定量及編入量の定義

國有林野經瞥規程第65,66條には標準年伐撞なる語句が
用いられているが、吾々はこの場合標準鐙なる事柄を、如
何なる目的と内容を有するもめかを把握し、そして更にそ
れを如何に作用させ展開さすべきであろうかに就て考えな

ければならない。吾盈は林業上、この語句に類似のものと

して標準木､標準地なるものに接するのであるが､'それら

のものと標準謎と果して同一の基艤に立つものであるか否
かを考えた場合、そこには自ら異った基礎が見出される。

即ち標準木や標準地なるものは、それ自燈が成長たる動的
瀧造をもつが､標準通は其等と異り靜的な職造の分野にお
ける所の、いわば前者の跡付けとも稲すべき範購に位置;‐
るからである。

即ち標準木や標準地は動的構造をもつ一契機であるた
め、或限度迄は定量化し数鐙的に表現し得ても、最後の段
階には具濯的に何れをとぉかという選鐸性の問題が起るが
一方一經誉原則のもとにおける標準麓にあっては、標準な

る語句はその原則なり方針なりに依て定まるものである。

從って最早選澤性は擁せず､車に定量的な問題があるの
み､で、一時黙に於て過去'0年間と將來の1O年間とを同時

に結ぶ静的なものである。即ち成長なるものを下部機造と
する所の、それの表現としての或定量に他ならないのであ
る。從って標準量が何等收磯規整に對する力を有するもの
でない事は、この事に依て明かであお・標準量を求めるの
は.收獲のたあでは熊く､林力や過去に話ける施業法の良
否到定の尺度を得るために他ならない。

然らばこの標準識“n何なる經誉原則の上に立つもの電
あるかというに、この事は是迄述ぺ來った所の、錨1勺概念

はし｡がき

標準量､指定量及編入趾の定義

標準鑓の算定法

第一分蠅旨定鐡の瞼討

むすび

Ｌ
２
３
４

はしが言

國有林における經管麗の管みの中心は、伐採及遥林事業
a

の標準量にあるというも過言でばない｡即ちそれを蕊礎と
して一切の寶行計豊が樹てられ､林業が誉まれるからであ

る。錨におい迄標準量は一つの比較尺度であ為ことが解

る。即ちそれ自慰は債値も敷用も有しないが、それを通し

て他のものと對比､した時､始めて意味があるといった所の

媒介的償値を有する存在である。

この標準量も他のものにおけると同様に、演稗的方法或

は鐡納的方法に依て求められる。然し乍らそれらのどの方
法をとってみ‘ても、自然的な方法と人爲的な方法とに依て

結果に差違をみるのである。即ち我盈が經誉案zi賓務に携
り標準塾を計算する場合、同一經醤鼠で同一調査結果の材

料を與えられても、編成者に依り標準鐘力排術に異ってく
るのが通常置ある。即ち標準量､指定麹t編入避に對する
考え方の混同がその嫌にさせるのである。斯る結果を招く
とすれば、それは最早標準量の意義を失ったものといわざ
るを得ない。

即ち、一例を蕊げると、甲なる經管案編成者は當面の過

大な伐採事業分蹴を鍵鎖するため､現在の收礎礎行量から

標準量を逆算し(邇常改良期に依て合理性を與える〕､叉乙

は自然的た土地生産力の具艘的な一つの大きな現われであ

る所の、現賓連年成長量を以てするからである。

これらの事柄は、そのほんの一例であるが、經誉案のい

わゆる標準量なるものが、この綴に可愛的なものであるこ

とは､本質的にも資際的にも誤っており、今日多数の經管
随にみられる施業寶行の行詰りの一因ともなっておるので

ある｡従って標準量なるものL確固たる定義と算定と、そ

してその理論的城討が必要である。林業部門において收穫

＝

一ユ

■

■
二

－－＝一一一一一

〈筆者）農林技官・高知誉林局計彊課
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萩野：標準年伐鐙計算の一方法

であ,るとの規定が保績原則に則るものであることを示すに

尤労である｡何となれば標準量は､その自らのもつ量なる
契機に依て林業に参劃するものである以上、その背後には

その裏付けとなるべき量的保頴なる資患の保讃(磯正保縦、
・郷力的保縦の如何を問わず〕がなければならないからであ

る。しかもこの材瀧を成立さすものとして鎧林事業があ

り、その標準篭林簸(勿諭保育も含まれる）とも稲すべき

ものが、材積の量と質との向上に役割を果すのであるが、

この事は舷では一雁省く頚とする。

以上の如く、標準量は一林分の一時黙における所の、あ
●

るものであ'り、無作爲的非選爆的なものである。從って幼
● ● ● c

・齢林にあっても標準量生成の一部を荷うものであり、林分

のある限り、換言すれば成長な為動的職造のある限り穰準
鐙は存在するのである。

次何旨定遼は如何底為ものかというに、之は國有剃獅經

瞥規程にあっては、67,68條に記職されているが､標準鐙
と次に述ぺる所の編入量との調整的手段を果すものであ

り、標準通〔他動的〕→指定量(他動的並受動的)今編入量

（受動師なる量的規定の一系列内に位置するものであり、

それ自身は經蝉§意義を有する概念である。畠li'ち標準量を

錐として、一分期間その20％を超えない限度丙において

作爲性、選澤性の鋤く餘地をもつ概念である。標準量に規

定されつL,自らも亦編入量を規定するのが指定斑である。

從ってその擦る所の原則は保綴原則に立脚しつL，次に述

べる所の收益性原則を満足するといった二つの原則に跨る

ものである。従って嚴正保綴をとる場合の經醤案にあって

は、斯ろ指定量なるものは存在せず、標準鐙と編入量の二

者を有するに止まるが､國有林經憧親程め様に伸縮性のあ
る保綾を考えている場合に、始めて指定鍬:なるものk存在

と．慨値とが生する。現状においては、指定量は標準量を超
過する場合の合理化のための手段としてのみ存在してお

り、標準鐙を下廻る量を特に指定す"るといった事倣ないの

が通例である。即ち實際問題からいっても、標準鐙を下廻
って編入するのであれば、特に指定しなくても編入のみで

足りると思われるが､過伐林分或は制限林地林分等の作業

級にあっては、伐採を調鰐-る意味で、それを縮減しなけ

ばなら麹様な場合もあると考えられる。これらの事柄に依

て判明3－る如く、指定趣は標準鑓と異り規定力を有するの
である。

次に編入量を見るに、之は通輔の場合、經誉原則として
は収益原則に立つものである事は論を俟たない｡指定量の
範園内で具臘的に小班を編入し、その集成されたもの力編
入鎧なのである。従って標準量や指定量力域る意味におい

て概念的定麓であるのに反し、編入蛍は現質的走批ともい

うべきものである。從って購然そこには必然的に4班の坂

捨選鰹なる操作が生れる。しかも注意すべき事は、編入に

際しては具鎧的に經螢關係を極めて高度に考慮するを要す

るため、收溢原則に則る事となるのである。即ち標準鐙な

る＝定量を土台として、弦においては收釜なる貨幣的考慮
を中心として編入量が定まるのである、即ち標準堂や指定

量は、量そのもの力湿初であると同時に最後で謬るが､編

入量にあっては始めから量はなく、具臘的に指定量迄編入

してゆき、その集積された結果として量力遡るのである。

即ち編入量は前二者と著しい差違をもち､･三者は何れも異

った經誉原則に立つものである事力割明する｡･標準鐙は保

縦原則に、指定篭は保績原則と收益原則に、そして編入量

は收益原則にそれぞれ則るものであり、從って標準戯と編

入量とは經瞥原則においても無關係である。しかも前者は

演羅的な量であり､後者は蔵納的に求めら』れた鎧であるが、
それらのみではそのまk結びつかず、その中間に指定騒な

る所の演繰的方法と離納的方法とを同時に浦足して求塗る
■

壁が存在し始めて雨着は結合されるのである。
令

（2）標準量の算定法

言
・
）

以上に依で標準量､指定量及繍入避等の諸慨念の相互間

における聯關那明かにされたのであるが、その當然の歸結

として絃にそれらの算定方法血加なる問題に言及しなけれ

ばならない事となるが、問題を簡単にするため對象を皆伐

用材林作業級に就て述べることkするので御諒解を乞う。

既に述べた橡に、標準量はあるものであるので、一作業
● ●● ●

級の標準量はそれを求めるのに人爲的に自由に数字を鍵え

得る溌な求め方をしてはならない事は勿論である。目llち標

準量は客槻性を必要とし、主捌的な求め方は飽く迄も避け
なければならぬ。

國有林野經織規程においては､第65條に｢標準年伐避は
成長鐘を基準としてこれを定めるものとする。但し現在蓄
積が正儲蓄積に對して過不足ある場合は正常蓄積の確保を
圖るたあ成長並を補正して標準年伐批を算定することがで

きる。前項の規定により難い場合には面稜を韮準として年
伐量を算定することができる」とあるが、問題黙は但し以

下の項に就て瞳ある｡林分は林相が非常に麗盈であり、そ

の林分の正常蓄穣を定めても過不足を生ずる場合がその全

部といつ筵も良い｡又一作業級の正輔蓄稜と現質林分の各
小班毎の正常蓄積との棄離も見逃せない。本條の考え方を
端的にいえば､照査法の考え方を土台として､齢級法にお

ける面談の代りに､收礎表から誘導する所の正常蓄積を齢
級矧こ嵌め込んで補正して求める事にある様である。そし
て全林分の全分期編入を行うという平分法的手続をもとっ
ているが、然しそれらの根抵は正繍蓄蔵法（催にこう呼ん

だが、收礎表法とも呼ぶのがより安當かとも思う）と成長

､

ー

こ

一一（10〕－



萩野：標準年伐避計算の一方法

第一表：林型別面積及蓄積溌法との組み合わさったものに寵かれている様であ為o、

それでは賓際に標準量を算出するに如何なる結果となる

であろうかとん､5に、正常蓄機を求めるのに、適當な信頼

すべき收礎表の作製されていない場合は非稀にそり定め方

がまちまちとなり、叉補IEi-る場合Iこは通常改良期を用い

るが､その改良期年数の決定方法に最も嫉黙が現われ易い。

即ちこの場合､改良期年数の決め方は歸納的、換言すれば

現俊の伐採事業分量から逆規定されるのが通常である。又

斯ること力逢《無いとしても、補正されたものは最早本質

的には標準量とは異った別の過であることは雛に述べた通

りである。しかも經醤規程における標準年伐量の基準が成

長逓におかれていることは、經醤規程の根本力副佼穫規整法

中、法正蓄積法並成長量法等と同穰に、他の收穫規整法に

比し著しい特徴を見せる所の演騨的立場をとるものである

ことを物語るに充分である。從って經誉規程に則って經磯

案を組む場合は、補正の方法も演騨的なもの力謹求されね

ばならないものであることは當然である。

然らば如何なる算定法をとるぺきかという問題に直面す

るが、邇術經菅規程に述べられてある所の基準通りに算定

出來ないことは、以下述べる事柄のみに依っても芋燃とし
ている。即ち老齢過熱の未蓋手天然生林は一方に於て単木

的には連年成長量があるにも拘わらず､他方倒木､立枯、
風害等に依る蓄積減少を生ずるので、林分としての連年成
長蛍は一應相殺ざにるものと見るのが受當性を有すると思

われるが、斯る場合にあっては、成長量法にはそのま上従

えないことは自明の理である。然し乍らそれらの鋤翻氷分
は伐採可能であるし、叉巨大な蓄積を有している､從って
斯る林分の標準量は材積配分法をとるの力撮も經誉規謹の

精刺1に適うものと思われる。即ちこの様な林分と人工林と
力纒在する經菅唾にあっては、成長量のある林分は經掻規
程の示す如く、成長量を標準量とし、叉成長量を見込み得
ない上記の糠な林分は材瀕配分法を適用し、この両者を組
合わせたものを一作業級の標準鐙とする方法が良いと思わ
れる。 夕

この様な基本的な考え方のもとに、筆者が或經管睡で壷
行した具燈例を示しつL論及してゆくことkする。

この經誉厘の第一皆伐用材林竹隷總面穰ぼ9,069力6
順､輪伐期は80年で人工林蓄積中ヒノキは7割スギは3
割をそれぞれ占めている。林型別面積及蓄積を示すと第一
表の通りである。

該表を見るに､天然生林中、操伐濟林分及幼壯齢林分は

成長量を見込み得るが､未蒲手老齢林は見込み鴇ない(本
寺

作業級中に鐸伐濟林があるのは本案において澤伐用材林作
業級から本作業級に、－4部分淵姶併したもの)邑

從って標準量算定に雷b未蒲手老齢過熱の天然生林と、

蓄
面穣

鋤錨|‘

’

一一 －－－

種 類

|羅
林幼

人

皆

竹

未着手老鯏*

澤伐濟林

幼壯齢林

． 工林

‘伐跡地

林林地

｜
’

林
計

１
１合

それ以外の林分とはそれそ奴異った算定方法をとる｡即ち

鯛着ば慧霧を､叉後着憾謹隼成長壁を以て標準錘とす
るgこの考え方は理論的に見れば､天然生林は銅91毎に術

に残存天然生林の÷を標蝿とするので無限であるし、
他方人工称は連年成長鼓を以てするから、之亦無限である
ので、安當性が認められる。即ち未着手老齢天然“*縦、
その総蓄積を雪Vとすれば、

第一分劉霞準麓：等
第二分鋼標準量: (gv-ぞ)溝÷

となるのである。

以上の嫌に材積配分法と成長蛍法とをその戦成因子とす
る本作業級の将雛鎚蝉出式は、

未清手老齢天然釧鎚雛一十人工林遜年成長蛍

一

＝

受

輪伐期

十鐸伐濟林連年成長歎十壯齢天然生林連年成長批
となるが、上式に数値を営恢あると次の通りであお･

塑器睡非",""+1,0""‘÷12"=",660唾，
從って第一分期標準鑓はその10倍である。

27,660m3×10=276,600m3
指定量に關しては、特に調整の必要を認めないので、上

記の鑑二をそのまk第一銅WI指定量とする。

（3）第一分期指定量の楡討

前項の算定方法に依て第一分期指定量力症まったのであ
るが、然らばその數鐙に韮いて小班毎脛編入してゆき、編
入謎を定め､施業憧行計躍を樹てL事業賛行後,林分の推
移が如何儀のものとなあかを城討することが型要である、
この黙に關しては、是迄の方法が比較的平面的、概念的説

〃 ．

明に終り易かった様であり、立篭的、具識勺展開に乏しか
ったと思われるが、第一分期指定量の安営性如何なる事柄

の稔討を､將來の林分推移どいう黙から行うことぽ､經替
●

垂

区

一（11〕－
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萩野：標準年伐避計算の一方法

案編成技術上重覗すべき事項と考えられる。

この様瀧見地から稔討すると、三つの異った場合が生ず
る。即ち竹錐級の標準鐘や指定量は一本建であるが､具髄

的に編入する場合には三つに分れる。第一表に示しに種類
別林分の各標準量をそれぞれの林分に編入する場合がその
第一で、第二は指定量の全部を未蒲手老齢天然生林にかぷ

せる場合であり、第三は未着手林以外の林分の承を編入す
る場合であるっ

然し乍ら第三の場合は、本經替腫には該當しないので省
略し､第一:並第三の場合のゑをそれぞれ分け､て橡討するこ
とLする。但し以下將來の林分の蓄被並成長量は、本作業
級に最も適合する灘破博氏發表の收礎表〈日本林犀會春季
大曾誰淡集昭和14年度：四國（主として高知縣）地方の杉
扁柏の收礎表に就て）の数値を用いた。

i)各項の標準量をそれぞれの林分で收謹する場合で第
一の場合）‐

，今、標準髄算出式中各林分､即ち天然生林及人工林にお
ける算出値を以て、各舞その林分でその鐙だけを伐採ずる
ものとみ､なすと、未着手老齢天然生林においては次の嫌に
なる。

未蒲手老獄沃然生澗総蓄積 958,896m3
〃 〃 面菰 3,927.51“
〃 〃隠當蓄磯 244m3

以上の数学を以てする本林分も施業經過の櫛遥は第一圏
に依て示される。

即ちvxJが赫分の總蓄談であり､一等-である總蓄
横の12.5％が一分期伐採避である。そして蝿染後直に植
栽するものと考えると、80年後には(V+v)、J及曲線Yi
に依て園まれる林分職謹となる。鐸輝霞威の黙でI覗蓄償
を100とすれば、第二次林分蓄職は”､4％〈6637％＋10．
7％)、即ち742,186m3となり、結局958,896m3-742,186

m3=216,710m3の減少をみ､る時|算を簡軍にするため､人
工林其他林分の蓄蔵増減無しと象る〕。

然し乍ら、問題は蓄稜の増減にあるのではなく、一輪伐
期後の收穫の質と量にあるべき"Eある。即ち第一脇を見る
と、第二次林分は45年で早くも244m3の高さに達し迄お
り、80年後には(V+のの高さとなり、現資林の約1.3倍
の收謹をあげうることを示している。しかも質の面を考え
る時は。蓄積の増減を云盈すべきではなく、可及的連かに
過熱林分の整理を急ぐぺきであろう。

ii)全標準量を未蒲手老齢林分で收穫する場合
この場合は、人工林や其他成長鐘を見込み得る林分は、

未蔚手老齢林分が伐りつ.くされる迄手をつけず､未蒲手林
の承を伐る場合の推移である。

從って未着手林分の保綾期間は、

素蒜手老識天然生撫籍職､即ち鵜:=3.5第－分期指定通

となり、換言すれば35年間で該林分が消滅するが、その
35年後における林分鱗迩を示すと第二闘の通りである。

《
一
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萩野：、標準年′伐量計算の一方法
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m3の滅少となる。

次に一方35年間全然伐採しなかった所の人工林の成長蛍

を見ると次の通りであるが、いう迄もなく伐跡地が35年後

には30年の林齢とだり、現在5年生の林分が40年生となる

事は勿論である。＊

劃ち-規叫"曄鎧は讐駕'0=28%である｡そして
35年後に、人工林と唯つた時の林分総造ほ、J, (V一α）

及曲線遥に依て園まれるものとな為．その時本林分のみ

の聲識異動を見ると、新成林分蓄積は原議漬の27％とな

り、その差は958,896m3-(958,8妬×0.27)m3=699,994

‐ 第二表：林分 推移表
凸、一

現 在

漂郵昼雲雲．|面
，31

570 1

1 患蕊’ ‘ 714

485．

｜墨M淵
19104

719

':| 蕊 "灘：|5'6,"』ユ

3 5 年 後

備 考－

森~厩｜面積|晒懲蓄積|総蓄積
｜
年
岬
５
晦
妬
錨
妬
弱
妬

吐

齢氷１

年

一

釦
如
釦
釦
沌
帥
卯
叩
計

１

nl3

146

212

263

306

343

370

400

445

ha

631

570

714

485

1，104
719

212

15

T、3

92,126
120,840

187,782
母

148,410
378,672
266bO30

84，800

6,225
,284,885

I
I卿雄氏收溌表土佐

中部ヒノキ地位

〔中》に擦る。

＝

’|]

＊上表の両者の総蓄積の差、即ち1,284,885m3-516,440

m3=768,445m3の増加となる。この他、澤伐濟林分及ﾙﾋ

齢天然生林の蓮竿成長壁が35年間において40,915m3見
込まれる｡從って本作業級の総獄は

(768,445+40,915)-699,994=109,366m3
の蓄穣増加となるo

即ち難波氏收礎表土佐中部ヒノキ地位t中〕の成長經路
を辿るものとすれば､35年後における本作業級の總蓄積は
原蓄散1,429,776mSの約7.5%の鋤11となる。
以上の結果は、蓄積増加となったが、舷で一鵬原蓄積一

新林分蓄積=0の値を示う-鮎､帥ら蓄俄増減の融黙を求
めた虚､林齢80年で阻営332m恩の林分である事が判明し
た。換言すれば本作業級においては、細\均成長量332=-
80=4.15m3の林分造成如I覗難作業級蓄鼠増減の分岐黙
なのである，從ってこの分岐黙以上の林分造成えの努力が
今後における本作業級施業方針の要諦であらねばならな
い｡即ち上述の休分達成を目標とすれば、天然生林消滅後
も現在の蓄俄より珊減なく、然も現在の林分より伐採時浜
おいて碩當332-244=88m3も多い收繊量を期待し得る事

となるのである。

以上の結果を綜合するに、たとえ上記の收繊表以下の林
分成長となるも．上に述べ涯總zI鼠均成長量4.15m3の林分
遥成は、本作業級内林分にあっては容易である。然も上記
の計算は何れもヒノキにおけるものであり、現賓林分は約
30％のスギの混交を見ており、然も將來スギ過半林となる
事を考弗る時､上記の標準蛍算出式の安全性力認められるo

（4）むすび、

以上三項に亘って述ぺたのであるが、要する雁標準麓は
あくまでも客槻的なものであらねばならず、又それに裁く
所の編入鐙ほ第三項の様な械討が必要である。そしてそれ
が行われて始めて林分の推移と收謹量か結びつき保鋤轆
保され、更に造林目標の目安も一懸經誉案の立場より樹亡一
る事が可能となるのである。

從って今後の經螢案編成に際しては、斯る方法を取り入
れる必要があると思われ･る。 （終り）

吟

‘

Ｉ
一一一一－戸一一 ＝ 一 一
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圖表學を應用した實験式の求め方について

木 村 達 郎
＝

…＝－ー
一

’

一殻に自然現象を究め叉は理論上では容易に不可知の關

係を見出して之によって瀧々の研究叉は事業の方法を確立

しようとする爲に吾為は蜜験數値或は叉演測値のﾎ唾の關

係を求めて之を一本の曲線で岡示して之等から此曲線に適
應した蜜験式を誘導して研究に事業に應用せしめて行く事

を艇灸必要とする。而も笹縢式催自然を對稲とずる林業の

上に於て特に重要な役割を果して居ると恩ふ。例へぱ、林

木の胸高直座生長、樹筒生長等の生長鐙の關係、綱<の配
分關係、材積の關係、或は種子の發芽の關係、直鴎年齢

の|淵係等々澱へ上げれば限りがない。併しながら迄等の關
係を表した、一曲線に適合した方程式即ち、寶験式を求め

る段になると最小自乘法の利用、曲線式の假定、難数値の

探知、或は叉係数の決定等之には永い經験と熟練に俟つ班

が多いから仲煮容易でない。其虚で、次に比較的簡箪で而

も充分な精度を持った虚の間表學を應用した賓験式の誘導
法を採って簡単に述べたいと思ふ。

1906年佛國のBattainer大尉が圖表學を應用ずること

に依って之を求める方法を發見したが其後Peddle教授に
よって方程式の罐の値のみならず、係数の値迄も決定し得

る方法が考究せられた。次に述べる方法は其理論を説明す
るのでなく唯磯城的に求める其方法を述べるものであつ‘］ご

其理論の究明はI閣表學の専門書に擦られたい｡‘

．又次に掲げる例の数値は本稿準備中偶ぞ拝見した、北見
誉林局發行服部正相氏の著述の中に、二|蛎這北部原生林に

於ける針葉樹の樹高と、樹齢の關係を調べられた蜜験式を

見出したのこさ其査測値を其総使附させ工頂き､新たに木法
によって質験式の誘導を試染て見たつと去ふ課は例は何で

も適営に選べる課であ藩が､實際のものを例に採った方が

比域繊討するに便であり叉林業に關係あるものL方が、理

解し易いと考へたからで､次に求め塞職式が優ると力劣

ると力域は叉同氏の式力麺切であるとか不適切であるとか

云ふ問題でなく、本蜜鹸式誘導郷§如何に容易であり叉優

れた方法であ躯恐､糒密であるかと云ふ事を認識して頂く

爲に、同氏の鋤脆と蜜験式とを借用させて頂いたのであ
る班をお織りして磁きます。

岡表學を鵬用した賞鹸式の誘導法

(課題）

服部氏の湖査研究によれば、北海道北部原生林に於ける

針紫樹の樹高と、樹齢の關係の資澗脆は次表の如くであ

る燦だと論ぜられて之等の数値池ら求められるIIII線式は

H=30,139)."…圭半千1.3

で適合する事を示されて居る。

但し、樹種＝トドマツ、エゾマツ、アカエゾマツ、

地位=II等地地勢＝斜面の中腹地

《
》

’樹齢"Llu1201 30TI51
輸高c得|珂1面平I珂珂

' 501 601 701 80
℃－－－

'26.7平8.5''30.901”『80
jq

今此資測値からFig.1に示す簾に工軸に樹齢をとりy

軸に樹高をとって曲級(y)を描き此曲線に適合する方程式
即ち蛮験式を岡表學を應用して､新たに求あ標とするので
ある。

f

賓蕊式の誘導法

1. 111線式の假定

先づ此曲繍3

董辿三A宛辺土B乳:《

の形で示されるものと假定する式中尭=樹齢年) y=樹
高(米､を示しA･乃・p･qは未知であって血上値を決定し嫌と
云ふのである。

2．第一、第二､導函数.y/ . y|"の求知

先づ此y曲線に對する第一．第二、導函数yly〃を求
めると

jIf=Ap宛匁-]+Bq"9-1･･…･･･…･･･………｡(1)

ヅ"=Ap(P-1)必卿‐鯉+Bq(9-1)"9一理…･..K2)

となるが、此場合原曲線に適合した方轌KGが輿へられて居

ないから、普通の場合求める事が胤來ぬ、併し、脇認峯の

應用によって簡箪に求める事が出來る，即ち、一般に曲線

芒

公

一』

一

其の切線と横軸灘との挾角のQ任意の鮎の切線を引けぼ、

正切は第一導函數述であり同嚴にy''を求め得る

－－－〔曲線の切線の引き方)、切黙の南側に等距閃’

を求め得る。

‘を坂つ
－

て之を続き鵜にzIg行線を切黙を通る鯛こ引けばよい

但し此際此作間は正密なるを要する－(筆者）挫林技官。東京磐林局土木課長

一一<14〕－－

●

4『
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分した数を掲げた、即ち難=50年は弊=5とした）

次に前記の方法でFig.1よりyy〃を求めてf噸を計

算表のyyﾉ'欄に記入する。

そこで前記〈1X2式よりA,弼を消去すると

jj=gW'"+"ツ'U”･…･…"･･･………(3)

1=p"+p(p－1)〃．．……･……･…･･ざ(4) =
1=q"+qq-1)"･…．.……･……･…5

を得る。此3)<4X5)の三方程式は”及びqの曲線に對

即ち菰g.1に於て宛=10年, J･=24.61nの〃に於ける

切線に平行蝋諾一軍位隔てた郡軸上の黙より引きてjﾉ軸と

の交黙を設け此交黙と宛刺Iの間に挾まれた距離を同縮尺で

計り取ればヅー3．5を得同様にしてyJ曲線を描き更に曲

線y′につき前記の手綴と同溌にしてyl'を求めると

ヅノ'＝0であるo

即ち先づ第一に圏面最下段に示す様な計算表を作って蛮

測値妬pyを記入する（但し此例では計算の都合上”を十

■

－〈15＞－
、
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木村；岡表學を腰用した磁験式の求め方
一

●

するものであってI聞表學上此三者の交黙は、三式を浦足す

る値である。而もp･qは粥蝋でなければならないから先

難の支持縦を描いて、之にp･q線を交はらせて其交鮎より

p･qの値を決定する。此郎の支狩腺を描く爲駆此邇線_l:

の諸黙の座標を求めると

X==九通f二型.………………･･･ ･ .(6)
尭汐ﾉ'十秒'．

の如くなり、之等にI)=0.5,0.6,0.7,0.8,0.9,1, 1.5,2.0

…･･････等の値を代入してXYを求めて之を前に描いた、

Fig.2の難の支織胤上に落して見ると、p曲線は』w支持線

をp･q・の二鮎で切る事を認めるであらう、此の交鮎の値

は、最初に假定した原式y=A")+B"qを瀧足する虚のも

此例の場合は決定遮られた課である。のであるから．p.q
一一一一

p=0.52, q=5の職で交はる故

原式y==AX"+BXq はjI=A"'52+乃難5

となる。

便宜の篤P･q･の座標を求むる(8)r9)式を雑め､4計算し

て置けば一層便利であるから次に表を掲げて使用に便す

るo

4．儘致A電Bの決定

次に求めるのば残りのABの糊政の決定であるが此爲に

x'＝入些＝11 .…"..…. .. .…..(,0）Xu ･f"1J 、

Y/･=一一ﾆｭｰ.…“…....…....’・ぐ111
xq+"1)

型
一
鎚

紗
一

一Ｙ (7〕

で與へられる。

即ち、需噸表の媛p"2Vﾉ"'麹'(-|-X-･)'等の欄は上認6)

G7)式の計算に便なる嫌に掲げたものであるから之等の値

を順次計算して最後に〈6)(7,式よりXYを計算して夫を

←

表に記入丈壷。

（註）表中(十､は必ﾉ‘及秒'の和を意味し(一)は釣ﾉ’

と"'との差を示す、叉之等の計算は凡て計猟尺によ
って筒月其糀度は充分である。

次に』墜至によって､Fig.2蛭示荊Ilく、XXmllに準擁

して諸黙を求めて之等を綣鼠と之等は直綴に充分接近した

《
）

＝

計蝉表の(二､の如く此X'r'を求めY刺lより入を任意
一 凸一一一

もので直列せられる壁④支錨蹴鼓に注意すべきは､此等
・句 ●

の諸鮎が、直線上に直列する事は選ばれた方程式の形が心
｡ ● ● e ● ● ● ● ､ ●● ● ●●● ●● ‘●●● ● ●●●●

原曲線によく適齢-る難を示すと云ふ事であって、不規則● ●● G●● ●● ●● ● ● ● ●

に散在するときは、不適合である割吻諭である。
3."p.q値の決定

かくして蔀に對す膠ろ支持線を直列して、描く事を得たの

で．次にp.qの曲線を描いて、其交黙を求めなくヤはなら
も

ない､即ちpに對する直列方程式(4)(5)式より各黙の座標
を求めると

x=,('--号)…………(8)
一 一一b－－

Y=_1 ．……....;…､….………．．(9)
p慾

の一軍位にとって蚕軸にzF行に〃"の二平行線を描きX'

YJ軸に副鱸して(10)(11)式より計算された醒票に相営す

此直継を延長して､軸'‘
ー－－－子山■ ■←－－

塗と霊鼬Eよってゴ錘;壁猫童、

'’との交鮎を讃歎取ってABを得る。
一 一一一一一一

Fig.3は其概念圖で、精密にABを求める篤に、右下方

の一部分即ち破線で函まれた部分を取り出して蛾大して

見るとFig.4の如くなり、A=11.7B=0.を得る。蛾に

函9.4にはAの位騒は方向の拳示さｵ'して居るだけである

が剛の如く、X'軸の一小箪位長に對する支持線の挾長

(Y'軸方向〕を求めて比例で

1:5.85=20:ヘ .･. A=旦二旦堅型-皇117
1

ア
」

表）(p. q.

I, | x |ユ」 I Y |’
I

l
j

’
一
卜
に

i x ｜
’

X_|| X
－－

.8n

X Ｙ
一
蝿
岬
叫
蝿
卿
睡
岬
皿

P p

｜
刺
釧
引
６
７
餅
９
叫
‐
Ｉ
ｌ

ｉ険Ｐ

ｊ
’
’
一

０
５
５
７
０
６
３
－

０
２
１
２
０
７
０
５
２

寸
０
《
Ｇ
ｐ
●
●
■
①
●
■
’

１
６
４
２
２
１
１
１
－

１

５
４
２

４
３
８
５
２

９
。
。
。
。
。
・

１
９
５
４
３
２
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
口
－

１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

●
ｑ
●
●
●
骨
●
●
●
の
一

１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

。
●
●
。
。
●
●
●
●
■
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

２
９
９
１
４
９
４
０
７
５

８
６
５
５
４
３
３
３
２
２

●
ロ
①
●
ｅ
●
・

●
●
凸

１
２
３
４
５
６
７
８
９

●
Ｇ
申
●
●
●
■
●
■

２
２
２
２
２
２
２
２
２

048 226

i

l
l

８
６
６
０
８
０

２
６
１
５
７
０

４
５
６
６
７
７
７
８

■
●
や
●
Ｇ
Ｂ
●
●

666 1 09

13

207

－．538 189

一.428 166 1泡

鑓
釦
弱
、

３
２
１
１

●
◆
●
由

一
一
一
一

20

23

26

16

148

137
1，
，0

286 ;127 ｉ
Ｉ
Ｏ
ｌ
ｆ
ｌ
Ⅱ
８
０
６
１
１
日
Ｉ
Ⅱ
０
８

一・052

0 ．

31 119

3．0 334 1].1

＝1－』－
p '

１
－
が

一

一ｘＰPx

〔エ6

‐



木村； 掴表學を態用した没験式の求め方

の如く求められ位収は此場合11．7である。そこで最後に

上記p､q.A.Bを原式に代入し即ち

| 恥：’
60 28.50発

70 30．90＊
律

80 33.EO

の如く礎測値に通合した糊繼な数字を示して居るが､蹴測

.O9

qO9

.G0

.71

.50器

､90:ド

･EO

０００００００８７６５４３２
，

‐Ｏｇｑ凸〃‐。ｊ■■可Ｊも日、″■■、す■
Ｄ３２２２２１的

〆

16.69

３６６７●巳
４《ｆ

２２

27.12

29.06

30.75

32.29

〃■■可ｄＪＨｑＪＨＨｑ〃■■も■

一十上十一

p=0.52, q=5, A=11.7, B=0

を代入すると、本曲線の式は

原式〃=A""+B"q

＝11.7苑0.腱＋0.鍼

＝11.7錐0.硯…．．……･……．（謬蔦式）

･となったが、難は最初計算の都合上十分してあるから宛の

代りに鰯/10に置きかへると、求むる曲線に適合する蛮験式
は

j､(f)'."
となって誘導を維る。

値との誤差は､60年70隼で､特に犬である(*印〕のは、

Fig.1に見る如く、此60,70'年に於ける賓測値そのものが

原曲線から外に外れて居り之は何かの影響で､不正常な獲

測値を與へたものと恩はれるのでf上較の對稲にならないと
少 *

老へられる。

以上賓溌式の誘導法順序を次に要約して本稿を経りだい

（1）原曲線の作製と、磁験式の假定

（原式y=A"'+r"9)

(2)y'yﾉ'の作間と求値

（以下計卿表を設けてXY叉はxiYﾉ等を求める）

(3)XY座標式(6)17)よりエ支持線の鰯jに依る假定

式の適合性の鱈

<4)P.qのXY座標式(8)(9)により支粍級との菱瓢を

求めp･qの決定((8)(9)式の値はp･q表にあり）

.(5)XIY'座露(10)(11),により麺j'籾の支持線を引き

て之を延長し〃ひ軸上の交黙よりABの決定

（6）以上の手撤の結果得られたP.q.A.Bを原假毒に

代入して、僅験式を得。 （以上）

以上の如く本法では、羅數や係数の決定が、機械的に而

も少しの經験も熟練も要せずに易煮と系統的に求められる

と云ふ識は、岡表學の懸用を措いて他に比願を見なL,庭で

ある事を認められたと恩ふ･

試みに最初掲げた服部氏の誘導式

H=30.13eo｡oo"D~\+1.3

と比較して見る爲符鱗を同一にしてy=",f-g-
とすれば本誘導式は

亙=u7(W"
となって式の形の簡潔であり叉糖度に於ても、次に示す表

の如く、大して劣らない事を讃者は稔討して見て頂き閲、
即ち
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ヒメーコマツ……

．…・・琶之れが枯死に關する一原因

齋藤

②

a

孝藏壷

－－－－－

=～屋～一一一～一一一一一一一一一一シ己壼～～一一一一一一～一一一～一～〆｡一一一一一一一一一一一一一一一一

｡

（1）緒 言

近年ヒメコマツ材が輸出向き鈴錐製作用とし工極めて高

く評債されるに至り之れが遥林の氣運も醸成されて来てい

る．然るに近年天然生ヒメコマツが次第に枯死して行くこ

とは誠に慨歎に堪え激い所であって今にして適切なる防除

法を資施せされば折角の天然生が消滅するに至るやも計ら

ｵl弓壽｡筆巻敷年來山形縣丙に分布するヒメコマツの生育状

態を剛察し特に今夏西置賜郡製川村高峰で之れが海の原

因を明確に把渥;-ることが出来たので之れを速報し各位の

参考に供せんとするものである。

（2）ヒメコマツ(PinusMayri切釧tewaki)の分布

本縣に於ては朝日連峰､燕王山、船形山等に分布し刺山

岳に於ては海抜650-1400mの間嶺線上岩項の露出するが

如き念撚弛に列生し遠望するに適するo又場所によっては

400m位から上の方に生立することもあって前記西濁鵬Ii

盤ﾉII村高峰に於ては赤松に接叙して生じ嶺線に分布してい

る。山形縣を大きく二つに分け最上川以東の中央分水敬を

含む地域と最Ll･川以西の出羽山脈を含む日本海に面する地

域とするならば前者に於ては氣候大陸的であり後者に於て

ば海洋性氣候で然も後者ば多雪多雨暖流の影襟を受けて比

較的筒温であり自から其虚に林相上の差異がある。即ち前
者の高山にはオボシラピツ、コメツカの寒鞘林があるのに

對し迄後者にはそれが難く殆んど脹葉圃林から成る森林で

あるが燭り.ヒメコマツだけは喬木となり繊線に分布してい

る斫から見て脳靭山脈以西の所謂庄内地方のような特種氣

候型に對しても相常な適應力あることを知ることが出來

る。新潟際魚沼地方でもこれと類似の林相を呈しているの

であるが、地朱肥沃な虚は籏蕊鮒に占領せらｵ嘘ﾄ葉捌が後

退して土壌の薄い岩石に富んだ急斜地に多く見られるよう

になったものと解職出来る｡東北裏日本の赤松が多くは雪

害を受けて人工擢琳地が失敗しているのにヒメコマツだけ

力戦上の多雲地帯によく繁茂していることは注目に値する。

（3）ヒメコマツの譜林的侭値

掴質繊密にして軟、年輪狭く且整齊にして春秋雨材の幅

略盈相等しく特殊の香氣ありて‘細工用材､彫刻材､楽器

用材､鉛筆用材となる。現在繊筋に列生せる林木を伐倒挽

材とする時は篠走にして材の内部に節多く折角の材も思う

ように販費出來な､錫合もあるのであるが多州蒄を形成
し群状に生立せるものを挽材とする時は無節の優良材を生

産するこどが出來る。ごメコ記ツは天然更新極めて容易で

あり前述せしが如き土地的極盛群落中に於てほ無数に天然

生稚樹の生ずるを見る．稚樹極めて柔軟で雲墜を受けては

鰯曲するも極めて柔軟なるため折損することなく斯唖ﾛき

性質が十数年繼績して初めて雲上に淵頭部を出すに至るや

剛直に發育することになる。稚樹時代に於ける此の柔軟性

､が雪害からまぬ力熱るI唯一当の事柄であって多雪地幣而かも
寒冷地に導入するに足る棚種であることを思わせるものが

ある。多田司郎､半澤登吉の雨君が東田川都本郷村早田川
にある山形大學農學部附風演霄林中に於て海抜600m傾斜

30｡の鋤に立てるﾋﾒｺﾏを伐採して職辮併解を試み
たるに樹齢89年生で樹高14.1,胸高直挫18.P1であり、

樹高1.3mに窪ｻｰるに24年を要L20年生位までの間は上
長、肥大雨生長共極めて微弱であり樹高の生長停止期は90

年内外であることを認め之ｵ城甫伐期は85年位が萢鴬であ

ることを認めている，筆者が西髄賜郡盤川村高峰で伐採し

たヒメコマツの立地は海抜400m位傾斜30.内外であり樹

齢70年､樹高13m餘、胸直36cmであった。土壌條件は

後者の方力確かに優れているように恩わ肛從って年齢の割、

合に生長も比峻的よいようである。然しこれを長野新潟縣
地方アカマツ林抹分收礎表と比較する時は其の三等地の生

長にも及ばざること遠く從ってヒメコマ乳の人工遥林を民

有林に蕊ﾊｻｰるこ･とは極めて困難なるも國有林等の場合腱

‐於て海抜高満く急傾紳也であり雪害多き場所等に於て鐙林

するに適する樹種の一種であることには疑無き所であり然

も岩石露出地で表土瀧き所にも成立可能：Gあると云う躯味

がある。因に本州中部山脈では海抜900m以上の山脈叉は

山背に於て樹高27m直浬90cmに達するものあることが

報ぜられている。鶴岡鴬林署管内八久和國有林内700m附

近に生ずるヒメコマツ樹の最大に近きものを求むれば樹齢

約130年、樹高22",直硬6"cm位である。

（4）ヒメコマツ枯死の原因

錐者1948年武田久吉博士と同道朝日蓮峰登山の際ヒメ

~
ー
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Ｆ
（
〕
『
』
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(筆者）山形大學農學部教授

一《18）一
、

｡



齋藤： ヒヌゴマツと祐死の原因 、

コマツが諸所に於て赤く糊せるものあるを遠望した、本

年に入り西園{易地方のセメコマツが次第に梅Eして行と
云う情報が入って来た。そこで今夏上〆コマツ横死の．め

昨年來伐採を繰返へされていると云う前記西置賜郡劉II"
高峰に赴き被害地調査を試みた。其の結果は凡そ次の通り
である。

昨年度伐採跡地に接するヒメコマツ樹がﾀ噸上衰弱の徴
候無きに念に疎開せられたるため幾分弱りたるものと考え

られるが此の樹皮に韓足より上方まで撫鯉の切傷様の害虫

の喰痕を樹皮上に認めた。切傷は水平の方向に長さ0．9

-1cm深さ3-4mm多くは2cmの間隔を置いて平行線

状に一組宛飯んで其の中，侭産卵されている。中I尋は平行線

上でないものもある。然して此の林分中に於て8/IX,1950

ヒケナカカミキリ班PoCIIamUggrandigWatfrhOUSeの雄

を採集し前記産卵加工ほ本種のた瞳であることを確認する

ことが出来た。本種は北海道、本州、四國に分布し力膳植

物はトドマツ、エゾマツ、モミ、カラマツ、マツとして知

られている急更に後述するヒメコマツ伐採の結果煙5mm

位の4岐の樹皮が長さ25mm幅5mmに剥皮せられ枯死

せるもの多数あるを認め本種成虫の後喰による加護と断定

することが出來た。即ち本種はヒヌコマツの生木にも加害

し之れを枯死せしむるものであり高峰に於ける伐夫の言に

よれぱこｵLまで伐採したヒメコマツは悉く之れが害を受け

を橘死せるもので所謂穿孑l虫によって柏死するものでない

ことを主張している。兎に角木種はヒメコマツの第一次的

害虫にし‘て日本に於ける松喰虫の中に加うぺきものである
ことを提唱せんとする。

次に本年此の害虫の被害を受け枯死伐倒された残りの切

株を剥皮したるにヒゲナガカミキリの幼虫、マツノシラホ

シゾウムシの鯆、ムシバキクイムシの成虫、マツノキクイ

ムシの産卵孔を發見rﾗｰることが脳来た。副ちヒメコ豆ツが

立地的關係叉は老衰或は此の第一次的犠虫なるヒケナカカ

ミキリの喰害を受けて裳弱して来た場合普通の所謂栂食虫

が侵入するもので山形縣置賜地随の松喰虫の優占種ほキポ

シゾウムシ、マツノキクイムシ、マッノシラホシゾウムシ

等なれば是等の害虫が衰勢のヒメコマツを攻撃するこ雲とあ

るは理の當然とするところである。此の切株に於ては比較

的樹皮厚きためか．認'ツノキポシゾウムシは之れを採集1-る
ことが出来なかった。

吏にヒヌコマツ樹冠の所為が赤く枝横れを生じている樹

木を伐採調査せるに樹齢約70年生樹高131n65cm,胸直

390mであり本幹は健全で虫害無く、樹冠にはマツノイモ

ュシ動hinxci'1iginと四Bntlfr及一マツケムンDendrnlivmlg
ー－－一一一一 －－－－－

壁LtabiligEutle侭等力趣めて少数附蒲し2-3年生枝の剥

皮による枯死は前記ヒケナガカミキリの後喰であり大枝の

枯死しつ上あるは松の枝枯病らしく華部より樹脂を漏出し

ていた。

以上の結果からして筆者はヒメコマツ枯死の一大原因は

當地方に於てはビケナガカミキリによるものであることを

提唱せんとするものである。

（5）防除法

松喰虫のそれに準ず。

文 ． 献

(1)林野藤昭和21年) : 長野新潟蝿也方あかまつ林林

分收砿表

(2)井上元則（昭荊属4年）：松喰虫防除精読

(3)松下眞幸(昭和24年〕：森林害虫學
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加’邊正．明
～

1950年筆者は｢モミ｣天然林に大發生を認め311aに亘り

全葉喰害されついに全林枯死に至らしめたもの

． に出會う。

倫同f鰍田瞥林局管内本莊誉林署総門の「ヒメコマツ」
より幼虫を採集している。

叉儲即膨大學の飛藤博士の謬諦の中でも本鐘がマツ類
に寄生したのを柵際したことがあると語られ､亡いる。

其他文献上の誌成されている加害鯉吻を列記してみると

次の如くである。

クリ、ブヂ、ウメ、モモ、スモモ、ビワ､‘ネーブル、オ

レンジ、アYズ、プンダン、リユウカン、カンキツ、ナシ、

リンゴ、ブドウ、カキ、イチヂク、ザク戸、アカマツ、ク

ロマツ、ゴョウマツ、トウヒ、ビマラャシー〆毛、カラマ

ツ、トウゴマ、 鵬ウモロコシ、ムクケ、アヤメ、ショウブ
等の果礎叉は葉を喰譜するとあるが、之等加害膨肋に就い

ては未だ充分の調査は行われていない。． ．

然しモミ林に震生した今回の調査では、松喰銀以上の激

害力認あられ､これに依って今後森林審鐡としても注目さ
れることとなろう。

それだI澪この大籍録は、一磯どんな昆虫であるかと云

うと、鱗翅目、めいが科に脇するもので‘別名桃の心喰、
桃の賓鍛､桃の果溌鐙、栗憧墨、印度杉の災虫､豹縦蛾、

もものめいが蜂と呼ばれているものである。

二、形 態

1. 成虫艦長11～13粍､翅の開張23粍｡全艘黄色に

して前後翅共小黒黙を撒在し、胸腹部には各3個づづ列ぺ

て同紋を附け、全魁黄色なるも後翅の両方と腹部の絲毛は

灰白色で基部に黄色線を有すb燈の下面は大燈黄色を帯び

ている。 e

II・卵精圃形を呈l』,、径O.6粍除､初めは乳白色なる

も後黄色を呈し、次いで紅色を帯びる。

nT.幼虫老熟幼虫の燈長は25粍内外．頭部と第1節
●

の硬皮板は黒褐叉は淡黒渦色をなしている。I鯛Iは晴紅色

で､各節の斑黙は太く微臘色を呈し､亜背総部に前後2個
氣門土瀧鄙に’個づつの斑黙を持ち、これより1～2本の

細毛を生ず。

W、蛎艘長13～15粍丙外．長形隅色、背部澱色を呈

一、研究史上よb見た本錨の雑食性

此の害鍛は從來より、桃果を多く害する軍要な果樹害蝋
として注意さオピごいたが、昨年(195の6月栃木縣那須郡黒
磯町大字上厚崎字馬蹄形國有鉢モミ天銅氷2”に犬發生

し、その樹齢70年生のモミ1500本を枯死に至らしめた。

本姦に就いてば、明治32年松村臨士の記載以後下記の

諸氏に依り雑食性が立證されている，その主なるものを操
げて承ると次の如くである》

1920年野依カ氏心｢ヒマラヤスギ」の葉の喰害を認む･

1922年石川瀧太郎氏､｢アヤメ、ショウブ』の果蜜の喰

害を認む･

1926年久崎輝男氏､｢プ剣の種茨の喰害を認むC

l926年河野常盛氏｡｢トウモロコシ」の髄中より蝿を採

集しこれを羽毛させている。

1929年高橘奨氏､｢1､ウヒ」に發生していたものより幼
●

、 虫、踊を採集しこれも弱化させている。叉ク

ロマツをも記戦している。

1932年.駒村作次郎氏､｢インドスギ」に於ける加害を調
べ・ヒマラヤシー〆－力殿も被害甚だしく、次

はァ1､ラスシー涜一で、レパノンシー〆一般も

少なく、卜､ﾝ上、カラマツも亦f睦的被窪程度

が少ないと述べている（｢インドスギの巣虫」な

る別名をも用いている)。

1937年岡崎慶郎､矢後正俊雨鴎「ゴヨウマツ、ヒマ

ラヤスギ、1､‘ウビ」の新芽を喰害することを記
録する。 ′

1938年，帝柳寅唯氏、「クリ｣に寄生を認め、之れが防除

試験を試みている。（栗蛮虫なる別名を用いて
いる)o

l939年上原敬二、加藤徹吉雨氏、「インドスギ｣を誰威

し:｢インドスギの災虫」と瀞す。

1940鍵織田富士夫氏、「インドスギ、ゴョウマツ」の

新総を加害;でることを記録す。

19狸年織田富士夫氏「クロマツ、ゴヨウマツ、モミ、

トウヒjの甕虫として記錐す。

《
一
」
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＝

ヘ

マ』＝

(筆者〕 前橋瞥林局
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加迦： ももごまだらのめ､､がの習性と發生警告

す。この蝿は薄い次白色の繭捌勿の中に入り 圖I. モモゴマ蕊ラノメイガ

I成虫（×4〕工卵（×15〉虹幼虫〔×3〕Ⅳ鋪(×3）鮒の外部には虫焚と喰害韮片を附けで次黄色

の塊りをなす。（上原、加藤両氏(1939)によ

れば、庭木の場合は喰葉の害よりも、之れが

枝條に鍵着して美競を損う害の方が大である

と云う.)。1塊丙に3～4個の繭を見ることが

出來る。その附着状況を示せば間1Iの如／

である。

三､被害欣況の大要

被害営初の發見は1949年9月で､當時は、

モミの鞘端部1米位力喰害されていたのであ

るが､害虫の正魁を認め得られない侭明けて

1950年6月に至為や全林眞赤となり、山火事

の焼跡を見るが如くなったのである。(M1II

~IV参照〕＝

そこで篭局では煎騒除對錐として、青色蟹 7V
光灯に依る誘殺蕊除を蛾の發生期即ち.6月25

日より、その終臘期即ち7月20月までに亘り質施したので

ある｡ (この詳細旗る調査並びに駆除結築については、前

橘菅林局發行r山脈」2月號に掲戦したので省略するo)

100ボルト40ワットの青色壁光灯を用い、被害林面稜2
の

}]胤丙に:2灯黙灯し誘殺したどころ、1灯當り､に誘殺された
蛾数の總計は、325,232頭これを時刻別に見ると蛾の最感

期に於ては30分間に最高誘殺蛾数16,000餘頭を示し、日

別に見ると1夜に80,000蝕頭に達している。

尚本銀發生當初即ち誘殺前に於ける本患の棲息密度を見

為に、被害標準木1本徴りの踊化欺約32,0Go頭を示し、

これに反して誘殺後残留せる蛾より産卵され、再び劫化し

たものを10月中旬調査してみると、1本懲り約2,000頭

に減少していた。躯陶別間中蛾に興味深く感じたことは、

按光灯に飛來する蛾の日週活動が州維に依り顯著に異って

いることであったの渥妓に附記して置く。

岡Ⅱ被害枝に附着したモモゴマ〆ラノメイカの
醤蕊状況

鐸‘ず鱗 鶏~'を
今
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圃皿モモゴマ〆ラノメイガ加害壯況

蕊四、経過、習性
＊

本塁は年2回の發生で、第1回發生については、1938年

青柳寅雄氏が憾島縣立漣聯試駒場在職欝時栗の果を用い飼

育した結果に依れば､越年幼虫は4月下旬に大部･分鋪化
し、その蛎期は約22～24日間を經て、5月中旬に羽化成

虫となる。叉高橘奨氏(1930jに依れば、ヒマラヤ杉、ト
ウヒ等に寄生する場合は、桃果に鍔生する場合よりも、成

虫の第1回發生は少しく遅れると云う。
露

一

＊織田氏（1940〕に依れば称に北し州では9月中旬に第

3回の成虫が出現することがあると云う。

ま

－〔21）一
』
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加遥： ももご蚤だらめいがの習性と轄告

第2回の發生に就いては、筆者が栃木縣下に於墾亡ﾕ950年

6月～11月に亘り野ﾀ噸察したものを附記してゑると、第

2回の成虫は、7月初旬に出現し、その發廻切間は約20日

間内外で､7月下旬にほ殆どその絡隠をみた。，蝿は約1

週間位と推定され､淵端部の葉の裂面に塊状に20～30粒

づつ瀞付される。この卵より8月中旬孵化した幼虫は10月

下旬まで喰葉し、その侭葉肉丙や卿の入っていた巣の中な

どに入って越年する。11月中旬越年調査の際に葉肉内より

採集したもので3齢期位のものが多数あった。
1化期の被害率と2ｲ脇削に於ける被害率を比較してみる

に．モミ林の被害に於ては、2化期の被害がより激碧を示

している。

園Ⅳモモゴマダラノメイガ加害Iif況
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・水銀の被害に依り、關東平野に遡裟された唯一のモ長天

然林を消失したことは洵に遺憾の至りであるが、この大害

に依って、本虫の生態も明らかとなり、今後森林害虫とし

ても注目されるならば､若し謹生が繰返えされたとしても

斯嚴な失策を招くようなことにならずにすむであろう。こ

の苦い繼験を披瀝することによって今後?發生藩告ともな
れば鑑昔の最も幸とするところである。

《
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寶蕊皿皿罐蓉
が褐色～漉茶賜色に鍵じこの部分が枯死乾固するに反し､、

本病は金喋の尖端部附近力簔麓な桃赤色を呈し、急速に乾

固萎縮することはなく、かなり長b,間ミズ．ミズしい外観を

もちつ侭けています。併し細胞が原形質分離を起こしてい

ます、そのたあ赤愛した針葉は翌春になって多くは枯死し

ます｡尚赤枯病に罹つた針葉上には黒色～激暗線色の鮎状

物が形成されますが、本病ではこれが認あられないのも雨

者の随別鮎であります(御質問に｢葉に斑職がある"…･」

とあり霞すが、これはスギノタマパエ（？）による孔でこ

の病氣とは謝係おりません〕。

との病氣のために苗釜臘が獅酎-ることはまづありませ
ん｡

（3）この病氣の原因については目下鰯に雌て研究湾テ
中でp未だ確言出来る域に至っていまぜんが、傳染病では

なく生理病(非寄生性病害）だと思われます。特に王壌中

の或る種の成分の峡亡叉は不均衡がその主たる原因と考え

ています。 ．
、

（‘）御申越の通り火山灰質土壌に睡持認められ、筒堆肥

及び燐酸質肥料の峡亡し《た苗畑にこの病氣は多發する傾向

が明かであります泓ら、畑E特に堆肥の使用に留意して育

苗すれぼ被害を大に輕減ｻｰることが出來茨す。

、

遼噸なく何でも訊いて~ドさい。それぞれの擢威者
に依頼して明快な回答をして頂きます(編鱈室）

杉の赤鍵病

(剛 兵庫縣森連養父支所漬太喜雄

杉苗の林業の尖端のみが赤愛し種届ます。赤臘病ではな

いと恩ひますかどんな病氣でぜうか｡或は肥料要素の不足

に原因するものか。筒MI蝶に斑職がある雛にも見受けられ

ます。同村にても他の土地の苗圃には此の現象はありませ

ん。高原火山掘也瞳にのゑ現はれましたo

産地 兵庫縣氷上郡の産種

苗齢 1年

土地兵庫縣養父郡口大屋村

苗圃地但馬高原畷高528米）火山次、黒ぼこ士

・ 壌一

施肥鹸反犠b過燐酸3賞耐竣1麓

其の他苗圃は開墾地

／

一

へ

~a

(劉 今林業試験場保謹部伊

．）月これは数年來鰯東地方で特に顯著に認

で､私は「スギ苗の針蕊赤鍵病」とよんでいとよんでい

藤一雄

められるもの

×壷す。 ×

（2）赤償病とは勿論異るもので、赤枯病は針葉及び4種

一〔22〕一

ー
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〆

に乏しく、重鐙を増すので重力に對して極めて不安定な厄

介な存在であるわけである。

地蓮の規嘆の大小は其の時の鯵潤水の量と表土暦及吸水

層の含水度及含水速産､重さ、釉稠麓､厚さ及基岩の状態

地表面の傾斜等により決せられるので､地§二面の形は土質

が均賀の場合は圓形迂面が想像され得る。

雅二の防止方法とし七は、前記地質學者の説の如く極め

て困難な問題であるが、防止方法につき、次の通り一腰検

討して見たい。

地蓮の根源である吸水暦を取除く等紗刷くを主とした根本

的な土地改良をやれば問題ないようだが、これは多くの場

合殆ど不可能であって、消極的な方法としては地表水をな

るぺく謬透せしめないこと即ち地表面でなるべくキャッチ

して安全地帯に誘導すること｡､識閏した地下水を排水する

方法としては暗渠排水方法があるが、吸水層ほ膠質粘土よ

り形成され、透水力が小さのいで、それより婚k1-ること

は困難であることL，＝亘施設した暗渠施設物も粘土の附

清填兆等により磯能を域じ叉は失う虞れがあるので､暗渠

の設確場所とその大さ､方法を決定するのに困難さがあるo
溪床に堪堤を設置することは、溪床の侵蝕低下を防止す

るわけで､溪床の侵蝕低下侭､.地上暦の勾配を急にし、重
力に對し、不安定さを増すことLなるので、設霞個所によ

っては效果は＝腰認められるわけである。

地上面にセメント注入法は一應敷果的方法と考えられる

が､技術及經費上困難さが考えられる。

地迂面に對する杭打は最も敷果的に思われる。

筆者は嘗て頽雪防止工事に杭打工を渡施して鵠験したこ
とであるが、粘土と雪とが、執れも水を主魁とする粘蒲力
に於て共通の黙が認められ、杭は排水の障箸とならず、且

粘着力を利用する方法なので、最も敷果あり、經費の黙よ
りも、賞現性の最も大きい方法であろう。

土府が移動を初めてからの防止は蓮励の法則からも不利
さあり、識止安定せる土暦に對しパランスを破られるのを

防ぐ鴬には、差礎大なる應力を杭に誘起されないと思うの
で一腫考えられてもよい方法である。

以上は思いつきのまL記述したもの、数式による計算の
結果でも、蜜験的結果でもなく、軍なる浅い燈験に基く推
論であるから、驫論の識を菟れぬと思うが，どこかで季節
的話題の種にでもなり。更にこれにより指導をうける機縁
ともならばこの上もない幸である。

（二六・三・一六〕

雑感|llll|||||地 』

▲

一

℃
、

前田
一

夫
一
一
一

北陸地方に融雪期が訪れると先づ第一に思い出されるの

は地莚である。 〆

降水のうちで融雪水による地主倉が最も多いので､融雪期

に瓶れぱ地蓮による被害が新聞やラジオによって報導され

るだろうことが想像される。

錐者は数年間地貴二と絶綴しているので、その間のブラン

クで或は錯竪を起しているかもしれないが，何か書いて見

たい衝動に躍られた結果が､標題の如き地;二雑感である。

地蓮は一種の地殻運動と謂いた､､､人力の自然に對する

微力さを示才一例でもあるよ｡うである。

地之の多くは第三紀層の凝灰岩や頁岩のような粘土厨に

全誘起されるが､これは地質時代より謂えば最も新しい水成
岩の暦で未だ腫縮叉は鍵質による固結度の襲い屑であっ

て、嘗て新潟縣で地質學者に地質調査を依頼したことがあ

るが、同縣の地史二を見て地i二を防止することは殆ど不可能

だと洩したことを聞いて、多少失望を感じたが、地ﾖﾆを徹
時

底的に解剖して見たい刺戟ともなり、基礎的研究の足らざ

ることを痛感させられた。

地劃敬崩騨I&積物よりなる綏傾斜の表土屑が緩慢に移動
塁

する現象の總稲で､錐看の浅い膿験によれば､表土厨と塞

岩（不透水層）の間に吸水層（膠質粘土層）と名付け得る

層が介在して、この屑に移動發作を起して、莚面を發生ず

、 るようである。

糊Iの場合には表土層が、急激なる降水叉は地下水の彦

・透により、過飽和となり重量を増し地迄を起す場合も想像

全 される。
この崩壊堆積層に雨叉は融雪水の如き降水が鯵潤すれば

地表面叉は表土層より排水されるものもあるが、一部は吸

水暦に吸水される。吸水勝は次第に重量を蝋し同時に粘着

力を減じ重力に對し、アンバランスと雄りて移動護作を起

し所謂地莚現象を起り-のである。

地蓮層を前記の如く、基岩、吸水屑（膠質粘土暦〉及表

士暦の三府に分ちて考えた方が地§三問題を解決するのに便

利のようである。即ち多くの場合吸水層は他の二層と明か

に土贋波色等物理的に瞳別し得るからである。降水力弛層
を降下するに従って､'その謬透速度を減じ吸水暦に膠賀粘

土を運搬沈澱し、或は膠質化し、吸水厨は次第に其の厚さ

を増し鋤M化ずるわけだが、かくして出來た吸水層は、膠
質粘土よりなるので、吸水により粘着力を失い易く透水力

一一一一一一一一一一一

ｉ
ｉ
ｉに原稿募集

(筆者）長崎縣農政課
一一

一一一一一一一一一一一、

-f23>-
、

グ
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＝ニーーー特別講座

林學博士

簡易索道の設計に就て(2) 西垣晋 作
β

ー ー

ー－

当
日
■

第5節 主索の架設

（1）支柱の建設っ上下雨支黙には支柱を建設する。支柱は普通末浬1尺内外のプI大を以て双脚の鳥居形とし索道綴に直

角に立て込む,其の高さは4乃至5米､脚間距離は1乃至3米とし、控柱は支黙上の主索の交角の二等分線よりも術少しく
倒して立込むb (第二圏参照）

主索の太さ及び雨支柱間 第 一 倒
の索長は齪に算出決定され 司

式柱
たが支柱の建設総了したれ 噸リ面 一正面『面・

上力･炎樺
一一一参l"下才式＊主ぼ更に雨支柱頭間の水ﾕド距

剛吸筒低角を出して来て前

節に述べた方法で索の太さ

並に索長を算出して再愉討

する。

（2）主索の配睡支柱

の位澄が決定されると上下

雨支柱間の樹木等主索の架

設並に蓮材作業上に障害と

なる物を伐開歩る。次に主

索を_上下雨黙間に横たへて

配置する。それには

a. 先づ煙8乃至10粍の

台
毎
、
騎
、
ｆ
色
磑

《
）

両

が汀1

ｌ
Ｆ
－
Ｉ
０
７

,'’
、

／

細い索を各上下雨支黙から伐開線上を引出して出會つた所で結び合はせる、下方にては主索の端を此の細索に結び、上方に

紳樂桟を置いて細索を上端から巻き取って主索を引き寄せる。

b. 2本の細索を上方支職から繰り出して下方に至らしめ、上方支黙にて滑車を通し置き下方にて一方の細索に主索の端．

を結び他方の細索を澗喋桟に取付けて主索が上方支黙に届く迄巻けば主索の配置を絡ろ。

赫樂桟は殆んど木材を以て組立て得るから現場で製作してもよいが作業に時間を要する。小ラック林道も珂寺方支黙に通じ

て居れば'､ラックに蝿､せるも宜しく叉集材機叉は發動脚通れば之れを利用して主索の配置緊張等に利用すべきである。
（3）主索の繋留。主索には相篭大きい張力永

第 三 岡
起るから丈夫に繋留する。上方及び下方の鐵索路 ．

←鉢デ単一ぅf
線

言
（
】

の延線上に生立木叉は伐採直後の切株の座2尺

2寸以上の物があれば之れに繋留する第三岡､。

314回経いて端末は鐵線にて圭索に雀付け尚5個
位クリップ･を使用して締め付け株と索との間に弛I

忠なき様圃の如く模を打ち十分に締め固む°適當

な株のない時は第四脇に示す犠に鐵索路線に直角

に深さ昆6尺の溝を堀り之れに狸1尺3寸以上の腐朽し難い樹種の丸太を横たへ之れに主索を巻付け溝には土石を充填して

温く･

半永久的の索道では土砂質の地に憾混凝土侭を土砂中に打設し之れに鈎付鑿定ボルトを埋込み腿き、之れに主索の端にシ

ンプルを装麗して鈎に引掛けて主索を繋留するとよい。割目の無い硬質の岩盤があれば之れに穴を穿って鈎付繋留ボル1．を

立て純セメント乳を注入して固定してもよい。（第五圖） な

－〔24〕－



西垣；簡易索道の設計（雑別譜座）
●

上方支黙は以上の様に取付けるが下方支鮎、

は主索を緊張する装置を支柱と繋定黙との間

に取付ける篇めに10米以上の間隔を取って

置く必要がある。

（4）主索の緊張。主索の緊張は上方支鮎

の繋留を爲し置きて下方支鮎で行ふ･第六脇

に示す様な鐡索緊張器巻適宜の所で主索に取

付け之れを祁樂桟にて繋留黙の方向に引き締

あ置き索の弛んだ部分の適営な所にシンプル

を取付ける外クリップ4,5個にて十分締付け

て冠く｡此シンプルと繋留との間には「二三

’ 滑車｣錬七間）を入れてその細索を締めて主

索を萢當な緊張度とする。

主索は使用中伸びる故「二三滑車」た依り

常に一定の緊張度となう-を要す。主索は上方

一支鮎にて低支柱の上に乘せて置くを可とする

が下方に於ては鳥居の上に乘せると緊張に際

．して摩擦多き篤め鳥居笠ボの下方に滑車を取

付け此の滑車に主索を架け置く。

（5）緊張度を定むる法。緊張度は前記の
竃

計算して鵬した索長丈けを雨支柱間に張れば

丁度荷物が下方鋤溌台上に自然に着荷する嫌
に成って居るが自重等に依る伸びもあろうし

舎
叉長さを定めて緊張することは至難であるか

ら他の方法を撰塁外に致方ない。他の方法と

は

（”主索の下方麦熟近くで索の勾配を測

って其の勾配が次に述ぺる値になる迄「二三

滑車Jを締める。

垂 雨支柱間の索長は本節(1)に依って計算さ
－ れて居るから之れを次式に入れると擁度sが

出る〈第八圖）

第 四 函

第 五 、 酉

1P

コルクリーj

第 六 圃

鐵索緊張器

J÷(血-‘一釜）
⑪
「
’

S=

(sは澆度で第九岡に示す通り雨勤間

の斜距離の中熟から眞下鐵索迄の距

離､fを2黙の水平距離で割ったもの

でブ"=33中央の下がりf=sZで

ある前例の26”"〃索で1．25噸を

運ぶときはL=7.66であるから

爺

〆

､/＊(7"-7-而・
9
） 潔勤他卿S二＝

二。
ョ■

＝0．0265

従ってf=sZ=0.1855gIIち18.55'胸
｡

ｰ

－（25＞一
ノ

＝

●

〆



西垣：簡易索道‘の設計(特別識座）
□

第 ．七 岡
である。此の1:8.55柵を

蜜際に測る事が出來ると

所定の緊張度に張ること

が魁来るのであるが之れ 二三蒜車，

は到底出來ない事であ 〈ヒー'レフ・回･ｿ′）

る)。 ク

次に次式で力を詞算すると下方 ， －”｡ －－．剖

支熟での勾配になる ′脈‘~ﾕｫ･-尺 －届､－2RFI へ 『志T1/~r

'=÷-4‘ <上方支黙の

臓似=＋+"‘

、

●

b

此の勾配を計る装置と其の使用 史話‘曾
埼誕・1．五輿鋤 菱脅ヤゴ苛

法を述べよう。 ．， ロープや種′星～'‘軽
勾配測定装置α第九間がこの装置である。幅1尺長さ2尺6寸位の板の一端に1寸に1寸5分長さ2尺位の桟を打ち附け

る此の桟に直角に縦線を板上に引き此の線上に模より,3寸位隅つた所に極小さい穴を明けて置く、此の穴より正確に2尺・

隔った黙から縦綴に直角に線を引き、此の縦線上に縦綴から蜀・置きに目盛をし五mの厳に0.'’0.2.,.と記入する。此の目

盛の間を更に10等分して置く。別に長さ3尺位の細い糸の一端に錘を附け他端を板上の小穴を通し裏で木片か何かを結び

附けて砥く°

測定法"此の装置を間の綴に下方支黙の近くで主索に引掛けて板を垂直に保つと糸は目盛を指すから勾配力嶺める6第3
節の26"”索の例で計算して見よう。s=0.0265.

′＝：-4×0.0265=0.323, r"=0.535)
即ち~ド方支黙では鍾配が0.323でなければならぬ力藻張鹿が足らぬと勾配は此の値より小さいから勾配測定器が此の値

を指款迄緊張すればよい課である。

(b)直接勾配を出す濃支熟に極迩く叉主索の直下で第十圏に示す様に距聞t約4乃至5米を隔てL盤台の丸太の一部を

平らに削って目印として釘を打迅ん過其距離を正確に測って置く。
第九 岡

尤も此の黙は諜め水準器で同一水ZI堂にある機に削って置く。此の目

《
〕

の

ざ

品

印上に箱艮を立てL主索の樹さを測りその差を求めて2黙間の距釧

で割れば勾配が出る。

第 八 侭1

4

一
《
》

1
、

、
、

、

、

、” ／子
ボ 〆

I １
１ 、へ

霊－二一

二
一
Ｚ

’望
言 一一参r~－

一
■

q

一

〃

一（26〕一 、



蛤

西垣：簡易索道の設計(榔職座）
＝

それで主索を張り始あると箱尺で時灸此の高さを測って勾配を出し、目的の勾配になる迄緊張すればよい。前例の様に勾

配が0.323で釘頭間の距離4．5米であるとすると高さの差は0.323×4.5＝1.45米となるから主索への高さの差が1．45

米となる迄緊張すればよい課である。

(e) r二三滑車1 (ヒールブ戸ツク)の細索での張力を測って下方支熟の張力を算出する9荷物が下方或黙迄自重で降下
する嫌張った主索の長さ曲分かり、此の時の澆度も分って居るから下方支黙の張力は次式で求め得る。

一

irmj､舌÷念傘sZ-÷） 。
p

此の張力は下方支黙の滑車（サツドル

プロック)を越へて「二三滑車」に来る。

「二三滑車lなる故ﾙﾋの張力は6分の1

‘となって｢二三滑走」の細索に來る散此

の細索の張力を測定すればよし､此の細

索の張力はA型張試]計を索に掛けて測る

‐ 例へぱ上側を取って

今'25{而誌十I研;耐，
＋002鍼7-号}=8.68噸

6分して8.68/6＝1.445噸即ちA型張

力計が1.445を示す迄「二三滑車」を

、 引き締むればよい。

(A型張力計は索の張力を測る

に都合邸鋤ではあるが1C噸

も20噸もの張力を測定する
､

ﾛｰｰﾛﾏ酸も画一一弔〆g空fjLu～J ‐‐

第 十 制

屑

b

つ

平面ことが出来ない精を2乃室3
“

－

噸迄であるo)

以上3種の緊張度測定法を記述したが

(”叉は(b)が簡単である。

〔注意）以上の緊張度は荷物を掛けず

に只主索のみの時のものである。荷物を

洲けた時は張力は更に大となるから「＝

三滑割の細索の如きものは荷物降下の
際起る張力に適誉;-ろ太さを必要とする

例へぱ前例の2餅毛で1.25噸を降下する場

合主索に起る最大張力は前に言際した通り合主索に起る巌芯長力は前に計算した通り

｜｜－
饗｡へ､f〃"

－

秒'． ’｜｜｜
催台

ワ 漸
次
鞠

3L
拳

一 ’ノー＝
一

一足L－L
ー

9夢65噸であるから9.65/6＝1.6噸で安蓉を4に採ると6．4噸、鑛蕊の表から

12粍位の燕’<索力泌要である。
■

前誰(110")本講座に次の通り誤植がありました訂正致しま､う~b

頁 行 誤 正

23 上より10行 上蝋的 上噛的

下より18行 屋根等 屋提等〃

〃 〃 12行 蕊がって居て 騨爵って居て

24 上より9行 且や谷j1厘を 、 宴や谷川且を
郷もが ”ｼが

下はり12行〃 一一一一….､ 、一一一＝0...… 、
2 2－．

〃 〃 1行 7本線6蓮 7本線6慾

－<27〕－

'

〃
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第二回林業専門技術普及員萱格審査課題

一
凸一一一一…… 一一ーー

一二…皇へ~1二一一一‐

号

（昭和26年3

〃

〔専門科目…･･･經誉〕

第一間次の問題から一題を謹んで詳しく解答しなさい。

．．…･〔瀧職･ ･…･20熱）

月施行）

の種類をあげなさい。

(13〉貯材･をす-る場合に注意すべき黙．

(14）林道の維持管理上注意すべき黙。

〔15）林道の溌土法面の保謹のために施行する主な方法

（選んだ問題の霧號及び題名を書いて下さいo)

(工〕林業専門技術普及員(經瞥捲當)が民有林の經誉
を指導するに當って、特に注意すべき事項を具魁的に

述べなさい。

(n) 「コナラ」を主どする落葉髄葉樹(潤葉樹)林の施

業法の改善策を述べなさい。

(Ⅲ〕特用樹種を小面積林野所有者に奨勵するに鴬って

どんな黙を考えなければならな･いかを述べなさい。

<Ⅳ）集材方法を決定;-るに當って、注意すべき鮎を述

べなさい。

(V)林道を作る場合に考慮すべき主な事項を學げなさ‐

い◎

(Ⅵ〕我が國現時の森林蓄猿から見た適正伐採量と現賛
の需典量の關係を述べて､今後の民有林の經誉は如何

に指導すべきかを述べなさい。

〃

〔專門科目…･造林〕

第一間次の問題から一題を選んで詳しく解答しなさい。

…･‘･(浦熱･･････2〔鼎，

（選んだ問題の番號及び題名を書いて下さい｡〕

〔エノ森林保育の種類を學げ夫燕その意義を説明しなさ

い｡

（工）、種子購入に際し注意すべき黙を述べなさい。

口p

《
一

第二間次の15問の丙10間を選んで簡箪に回答しなさ

い。 ・・ ･･･(瀧黙.｡.･･20職､一間.….､2黙り

（選んだ問題の番號を誓いで答を書いて下さい｡）

（1）吾國の民有林でスギの著名な人工造林地五ケ所を

謡げなさい。

（2）左の樹種の現在最も庇く行われる繁殖法を述べな

．さい。

コウゾ繭ニセアカシヤ、ポプラ．，、ぜ、キリ、

ミツマタ、ウルシ、クス、

（3）指標植物。

（4）萎凋係数つ

く5ノクローン〔榮表系〕。

（6）極藤棚。

（7）褐色森林士。

（8）主なる燐蜘思料を學げなさい。

‘（9）菌 根。

（10）次の樹種を耐陰力の眼いものから順に並べなさい

アカマツ、トドマツ、ヒバ、スギ、カラマツ、

モミ、ヒノキ、三ウヤマキ、シラカバ、カシ類、

（11）床替の目的。

（12）日除の方法。

〈13）倍数魁。

．（14）次の樹種の中で根瘤を有する＄のを蕊げなさ､,b

サザンカ、オオシマザクラ、ヤマモ.モ、ポプラ、

FT

第二間次の15問の内10間を選んで簡箪に回答しなさ

い。 …．．(浦職･･…20黙．一間…,傘2黙）

〔選んだ問題の番號を書いて答を譜いて下さいo)
辱 o

（1）地億級と地利級の遮別と判定法を述べなさい。

（2）．經醤分析とはどんなことですか、叉どんな必要が

あって行うのですか｡，

（3）整理期はどんな必要があって設けるのですか．叉

その決め方の基準を述べなさい。

（4）・澤伐作業の利黙と倣鮎の主なる黙を述べなさい。

（5）伐採制限とは如何なることですか､叉どんな場合

に必要ですか。

（6）採草地の施業法の改善策を述べなさい。

（7）森榊M收礎と土地網叱繊を説明しなさい。

（8）両賎平分法と材種zド分法を説明しなさい。

（9）代用燃料の種類を述べなさい。

(10)Y形水準鶴ワイレペルッの認駿法をあげなさい。

（11）林道の最小半座を決定する場合に普通使用する公

式をあげなさい。

〈12’鎌索運搬とインクライソに普趨廻附する制励方式

一
《
】
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口

第二回林業鄭間技砺普及員賓絡毒査問題集
､

…･･･(滿職……20黙）

（選んだ問題の番號及び題名を書いて答を謡いて下さ

い。、

(1)森隊に病虫害が發生するのを防ぐために、どんな

育林上の虚置を誰じたらよ･いかを賛例をあげて説明し

なさい。

(n、苗畑の主要な病虫害である孑苗の立枯病とネキリ

ムシの防除法について述べなさい。

ニセァヵシヤ、ヤナギ、ハンノキ、ヤシヤブシ、
~

クス、
●

(15〕次のスギ品種の壷､を述べなさい。

メアサ、クマスギ、シバハラ、トサグロ､、

ポカスギ、ホンジロ、

〔專門科目 “防災］

第一問次の問題から一題を選んで詳しく解答しなさい。

……<滿黙．．…･20黙）

（選んだ問題の番鑑及び題名を書いて答を書いて下

さい｡)

I) 日本の自然地理的條件は治山!I"郵業を如何に特

一 性づけて居るか。
（皿）．山地治山工事に通常用いられる砂防樹種三づを學

げ、その適應する荒躍形態と今後の育林上の取扱につ

いて述べなさい。

第暴問，次の15間の内10間を選んで簡軍に回答しなさい

”･･ ･〔滿黙".･･-20黙一間･･･…･2Mi)

〔選んだ問題の番號を書いて答を書いて下さい｡）

(1)DDo

（2）シロスヂカミキリによる被害樹種｡

（3）トドノネオホワタムシの生態的特性。

（4）ポストホーシ型波害b

-謙一の意婦（5）昆虫の經過を示す、

（6）イエシ戸アリの分布北限q

（7）次の害虫のうちから識鰍溌に議識されるものを選

びなさい◎

マツノトピイロカミキリも マツノシラボシゾウ、

寺ツヵレハ、 マツノミドリハパチ、

ヒメコガネ、 スヂコガネ、

トドノネオホワタムシ、 キリウジガンポ、

カブラャガ、 マツノコキクイムシ．

（8）林木を加害する主な畷鼠の種類。

(9) En(lothiarRrllSitica.
(10）不完全菌顔っ

<11)鋸菌類の胞子型。

(12）菌核。

(13）種子消毒剤，

(1のウドンコ病に剛いる薬剤。

(15〕キリの天狗蕊病の病原．

第二間次の15問の丙10間を選んで簡単に回答しなさい。

”･－職職．．…･20鮎、一間……2鮎）

〈選んだ問題の番號を書いて答を書いて下さいo>

（1）地迄の防止法としてどんなものがありますか。．
（2）防剛ﾎの前後で風錘の減退される範園はどのくら

いですか，

（3）冠雪とは何ですか｡今

（4）混合蔵堰堤とはどん験ものですか、叉其の峡黙は

何です”

（5）林地に於ける落喋の治水効果はどんなものがあり

ますか。

（6）防潮林は何のために設けられていますか｡。

（7）禿山はどんなところに多く生じて居りますか』

（8）裡深とは何ですか。

（9）噸診性降雨とはどんなものか．

〔10）堆砂垣の目的）

（11〉溪床の均衡勾配とは何ですか。

〈12） フエーンとは何ですか。

（13‘河況係敷とは何ですか。

（141肥料木にはどんなものがありますか。

(15) i'l綴扇状地はどう-して出来るものですか。

r

や

ｰ
ず

ー

〔専門科目……利用〈木材加工)〕‘

（注意･…･木材加エを選ぶ人は次の二間について

、回答しなさいo)

第一､問次の間題から一題を選んで詳しく解答しなさい。

．…．．(浦削i... ..20Wi)

《選んだ問題の濡號及び題名を書いて答を書いて下

さい｡）

<1)瀧瀞f料(板､柱の様に木材.をそのまL建築材や

〔専門科目 保護〕

第一間次の問題から一題を選んで詳しく解答しなさい。

一（ 29）-－
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第二回林業蕊間技術普及員資格審査問題難
夕

家具材として使う場合）とし垣の木材の得失を學げ次

の何れかに答へなさいc

（イ）失職の改良法に付夫盈概述しなさい。

（ロ）失職のうち一つを選んで其の改良法に付詳述し

なさい。

（江）次の製材木取法のうち一つを選んでこれを例と

し､製材木取に際し考慮すべき要件脛就て論述しなさ

い｡

（イ）スギ薄板製材木取法。

〔ロ）ブナ床板製制木取法。

〔ハ）ナラ吋板製材木取法、

（皿〕籍鋸製材に於ける薄鋸使用に對し考慮すべき要件

、を述べなさい。

（Ⅳ）製材工場を設ける場合の規模と儀械の種類決定上

考慮すべき事項を述べなさい。

(V)木材の人工乾燥の目的と其の方法について説明し

なさい◎

(‘イ）床板。 〈ロ）合． 板。

〔専門科目……利用(称産化學)〕

（注意･…･･林産化學を選ぶ人は次の二間について

． 回碆しなさい。）

第一間次の問題から一題を選んで詳しく解答しなさい。

・ ．｡‘･(滿熟．．･･･20職）

〈選んだ問題の番號及び題名を書いて答を書いて下

さい）

(1)黒炭窯の一例を學げて簡単に圖解し、その炭化法

の概要を述べなさい。

（nJ木材の化學的利用について述べなさい.．

（Ⅲ）乾溜による木材のｲ蝉的鍵化について設明しなさ

い。

（Ⅳ〕自縣(各自が事椅を詳しく知って居る都遁府縣）

に於ける特殊林産物の概況と之が將來性について述べ

なさい。 ‐

(V)黒淡と白淡について製遥並に炭質上の差異を述べ

なさい。
電

《
一

第二問

い。

次の15間の内10.問を選んで簡蝉に回答しなさ

…･（滿識．．…･20黙一間･…"2黙）

(選んだ問題の番號を書いて答を書いて下さい｡〉

含水奉〔％）の計算式。

鋸の厚さめ表し方･

平衡含水率。

木材の性質と繊維飽和鮎との關係。

あさり。

導 攪も

秋刺率と木材の張度との鵬係。

表面硬化(CaSei,ardening)

ｱピﾄﾝび字

合板披講潮の主なもの。

単板の歩止り。

積層材｡

テーピング･

フローリングプロツクロ

次の用途に使われる主要樹種。

Z

（1）

‘21

〈3〕

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

(10）

《11）

(12）

K 13)

(14）

(15）

第二間次の間題に夫盈簡躍に回答しなさい。

（選んだ問題の番競を譜いて答を書いて下さいo)

（､1）次の各項から4問を選び簡箪に設明しなさい。

…･(瀧黙･…8黙、一間．．…･2黙，

〈イ）木材炭化。 （ロ〉韓皮作用。

〔ﾉ､）木材糖化。 （二〕蒸氣蒸溜。

（ホ）抽 脳。 （へ）窯 土。

（2）次の製品から6間を選んで簡躍に説明しなさい。

“…‘〔瀧鮎･…･12黙。一間･…“2黙〕

‐(イ）植物精油。 （ロ〕活性淡，

（ハ〕楓 擬 （二） フルプロール。

〈ホ）クレオツート。 （へ）酷 醜

（卜） セロファン。 ‐（チ）ビ ツ チ。

（リ）ヴアニリン。

卜と

一

へ

＝一

一一一一一一一一一一一一 一一
1
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寺I林野砿研究普及課編 林野寵計議課編

昭和25年度 昭和35年度

具
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A 級 （昭和26年3月林野臆施行）

p

第一間 林業經誉指導員が、民有林の經管を指導するに富って､特に、注意すべき事柄を具禮的に述べよ。

第＝問我が副現時の森林蓄積･適正伐採量と現"の伐採趾との關係を述べて､今後の民有林施業案は､如何に編成せ

られるべきかについて論ぜ製。

第三間森林黄源節用の立場から木材利用の合理化につき、その要黙を簡略に述べよず

＝第四間 我が園の木材の主要な用途5つにつき，それぞれ國産の代表樹種2種をあげ、その特長を記せ。

第五間 現行森林法に定あられている醤林監掛の規定を活用す-れぱ森林の國土保全磯能は充分に碓保し得られるよう

L

ー

に考えられるが､別に､保安林の制度が規定されているのは如何なる理由によるか。

蝕
心
←

B 級 （昭和26年3月施行一林野聴ll1題）今
毎
勺
一
函

1． 森林蚕源を合理的に保全するには如何にしたらよいか簡箪に述べよ』

2．森林の計幾施業に當り照査の必要な所以を述べよ。

3．枝打の目的、程鹿及び季節について述べよ。

4． ブナ材の利用促進上障害となる黙を述べよ。

5『保安林とは何か叉その種類を反つ蕊げよ・

、

一一

ノ
貢

C 級 〈昭和26年3月施行一林野蕊磯題ノ
一

1．林業の特性について述べよ。

2．主伐'とは何か簡鯛に記せ。

3． 迩切な間伐を行うことによって得られる利黙を三つあげよ。

4． 木材の和用上主な紙黙と之を輔う方法とを記せ。

5．荒匿林地の復奮のため通稚用いられる造林樹種五つを學げよ･

グ

1

竃

－〔31）－
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じゆらの理論と設計施工の蛮際を詳詮している。

9木・コンクリート集成桁橘の研究（英文）（加藤誠

平・和田満三）

木．コンクリート集成桁の理論と集成桁を使用した橋梁

の模型没験の成果を公表したD ･

10森林軌道の最急勾配に關する研究（加藤誠乎）

森林軌道の最急勾配を支配する因子．機關車の摩擦牽引

力､機關の出力と牽弓ゆ､抵抗､制動に亘り豊富な文献賓

料とによって詳設し､森林軌道の最急勾配を論議した，

’1－12秋勉渋による掘或の理水椴瀧表現法とその質例
への態用（英文）（荻原貞夫)、森林の流量調節作用表示式

に對する統計的瞼討（野ロ陽一）

東大愛知縣演習林にある4ケ所の量水堰で得られた鑓水

試験の成果を資料とした論文で、前者には水位曲線から流

度曲線を描かしめる器械の設計試案を示している。

13台湾産ヤマモカ潔麗の一新種（正宗厳敬）

台灘で發見したレンケチヤマモカシ（新種)b記相丈を

職せた。

14伊豆牛島の森林植生（鈴木時夫・蜂屋欣二）

本報告第37號に發表された「房總牛島南部の暖辮林植

生」の研究に引きつ野くもので、伊豆舘島は房縦ド島南部

より地域も魔く標高も高い關係から､暖帯林植生から温帯
棚直生に亘って詳論されている。

15秩父山岳林植生の研究（第1報）…..､亜商山辨及び

高山籍群落に就て（前田祇三・島崎芳雄）

秩父地方の亜高山帯腰高約1eOO~2500mう及び高山帯

（約2500m以上）の群落分類を試みた。

16樺の材質腐朽菌カバノアナ.荻ケの研究(青島鋼陛）

我國には從來樺の筋腫磯と呼ばれる樺の恐るべき腐朽菌

があるが、この孑實魁の本邦に於ける最初の發見を機とし

て進展した同菌の分布･形態・生理・材質腐朽性等に亘る

礎職成果を収纏めたものである。

17日本産菌類の研究（2）（寺本敏雄）

ウヅタケ・シロマヒタケ･エゾシハイタケ・アカギタケ・

コカンバタケ・ミヤマシロアミタケ・エゾタケ,。シミガタ

センペイ〆ケの8種の菌の分類學的考察を載せている。

18林木の重蛍生長に關する研究（第3報）．.….茨城縣

大子産スギ（平井信二)．

筆者が既に發表した富士産カラマツ、秩父産オウシウ,、

ウヒの研究と同一研究方法によったもので、前2報よ.りは

賓料の擢齢力塙い黙から結論1こも進展がある。

19硬質繊＃1噸の釘保持力に就て（北原墨一・繼田漉朋

硬質繊維顔の鱒の釘保織力及び遜縁抵抗についての蛮
鹸結果をとりまとめている。（紹介一､猪熊泰三）

一

「東京大學豊建部演習林報告｣第三ごI-九號

昭和26年3月 ・

B5判・紙装･iii+250頁・岡96．圃版3

（頒溌一日本林業技術協會一定債300圓迭総剛圓）

東京大學農學部附鴎演奮林は演習林報告と演習林とを不

定期に刊行している。戦後には前者は第35～39銃、後者

は第7銃が公刊された。

最近刊の演習林報告第39號は．]9篇の記事愈蛾せられ

ており、内容も多岐に亘るから唯一人では各篇の内容を夫

夫紹介することは困難であるが、その表題と簡単蠅介を

試みる。

1伐採列厘溌成に關する基礎的研究(第1報）……林

木の暴風被害防除に就て（平田種男）

主に照木の幹折れ及び根返りと枝下高に就て論議してい

る。

2 クスの造林學酌基礎研究（第1報）……･種子のﾆﾐ型

性について（渡邊蚕仲）

クスの種子に二型性のあることを認め、これに脇する發

芽試驍の結果を報告した。

3 ヒノキの人爲四倍燈(英文）（金澤林助）

助教授金鯛糸助氏の遺稿で同氏がコルヒチン虚理により

自ら育成したヒノキの人爲四倍燈植物につき細胞學的観

察を、叉二倍農植物との間に認められる形態的差異を記し

ている。

4－6蒸散作用に及ぼす風の影響と葉温との關係I～

m(英文) (佐藤大七郎）

スギ及びシラカシの切枝を用いて水の温度を鍵化せしめ

だ場合、スギ・マテパシイ‘シイ及びクスの切枝を用い電

燈の直接光をあてた場合と水の層を邇して照した場合と、

叉同じくマテバシイの新しい葉と古い韮とを用いて、風と

蒸散作用との關係を資験した｡．

7二・三林木種子の吸水經過(郷正士）

スギ・アカマ2．クロマツの種子につき、種子が吸水し

發芽に至るまでの重さの鋤上を從來行はれている様な多数

の種子を一括して秤ることをしないで、1個づ上測定する

ごとによって種子の吸水經過を分析した。
8秩父演習林に於ける質験吊じゆらの架設（住田芳太

郎・成瀬善筒）

奥地嶮峻林地の開發の一法として試騨的に建設された吊

一（

《
一

；
！

《
一

32）－
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いれと感心して‘届だと云う。叉副熱の通りフランスのレオ

會務報告
一

○名響禽員

總司令部天然資源局林業部からの申鵬によって次の各氏

が木曾の名器曾員として加入せられた（4月26由

Lt. Col． H.B.Donaldson

Mr．L. J・ Cumnii"S
Mr.E.A. Ineson

Nrr.H.FdWi" .､

Mr.E｡C. ReiCllarq! I
Mr.R.c. Han

MfTomCill

Mr.F.M・ Cossitt

Mr．WもL､. Duiton

Mr.T.T. SaR21ri

O三-ff周年記念造林

本會創立三十周年記念迦求を蛮施のため、その溌定地と

して靜岡縣熱海市伊豆山字姫ﾉ澤國有林丙に部分林設定

願を2鼠10日付東京饗称局長宛申誌した。尚去る4月12

日か2鉢會職員も現地に出向いて、その新随を行ったが

特に小田原誉林馨の絶大なる御協力のあったことを附記

して漆塗の謝憲を表する。

シから國際木材簿蟻曾に参加の勧誘を愛けたり“････此の所

木曾の存在も仲盈國際的になつたもの毛ある。定款には名

響曾負の制度はないけれども、特に斯溌に木曾に鋤しで好

意を持つ外人ほ名響曾員となってもらうこともよいと恩

,う｡何ｵ1段鈴と本誌の鰯めにも執誰をお願する職りである。

◇近く木曾から〔賞用〕林業ノート<”と云うシリーズを出

す企憲を持って居る。湘剃B罪で魁晶漉.蛮地に役に立つこ

とを主眼とする。繩削侍を乞‘う‘。 職原記〕

會費について

昭和26年度の正禽員雷誕ほ次の通り決り議した御諒承

願まず。

～一一一一一声一一一一一一一一一一一一一一一一一一一～ー

＆

I 正書員會賓一人年額300圓 1
1

畢生 200圓 I

I－j哩里E鞭斐螢愛_j
硫考’・ 會喪の年度は4月から翌年3月迄とし藷す‐

2．曾凌の緬鯏は1回桃は9月迄

2回挑は6月と12月となって居ります。

3．年度の途中でﾇ､曾されぉ方廼曾費も翌年3月

迄の分とじて全額を申受けます但し10月以

膝入會の方に限り、前半期分は菟除します。

i;｝

『

編集室より

◇本誌の在り方については･ll世論鯛恋(109號〕の結果に依っ

て段煮改善し毛行き度い。調琵の結果は集計して本誌上に

も公表する積りであるが．未だぽつぽつと回答が来て居る

ので、締切りをもう少し延期したい。◇それとは別に所謂

「禽員の勘の欄を設けたい（前からもある筈である力極

めて利用度が低かった〕鋤此の欄賦赫業や林政の各方価に

開して曾員の雛を凌ぐ一般に博へる企圖這ある。それに依

つ莚少しでも林業や林政が前進するであらう。會員轍を一

萬名以上も持つ曾幽は他の部門でもそう多くはないと思

う。然した野禽員数が多いと言うだけでば決して誇りには

ならない。これだけの會員溺縦旗に結び付き林業や林政の

大きな推進力にならなくてはならないと思う。事務局侭此

の方向に最善の努力を蕊ｻｰ職りであるが會員諸賢も叉木欄

を充分に活用して頂きたいものである。

◇話は鍵愚がG.H.Qのドヂルドゾン部長以下10名の外

人から木曾の名響會員になり度いとの申繊があった。昨年

渡米した長井、岡島、田中、奈須の各氏力法脅胸に木曾の

バッヂをつげてアメリカ中を旅行したら、彼地此地で米人

からそのマークは一攪何の印しだと随分訊ねられたそうで

ある。""neseForest唾のしるしだと設明したら仲盈良

変f聖謹謹鎚誤kﾕ昌三．
】

員に侭無料配布致します本誌ば曾●
“
■

１
２ 曾員以外で本誌の購讃を希望される方は次の職識料

金を添えて申込象FFさい。

職演料1部40圓一年分480圓〔郵稔まり

１
１
１

１
１
１
１
８
１
１
や
ｒ

昭和26年5月5日印刷 頒臘40圓

昭和26年5月10日發行 （謹料共）

林 、業技術 第'''號
（改題第18銭・發行部数11,000部）

編集發行人松 原 茂

印刷人水野 義男

r

ｕ
■
■
■
Ⅱ
ｕ
ｎ
Ⅱ
ｕ
■
Ⅱ
１
１
川
１
判
４
Ｊ
・
■
牌
凶
■
■
■
■
画
０
■
■
■
旧
’
４
１
１
１
ｊ
Ｕ
■
■
可
Ｊ
０
．

所三立印刷株式曾
一一一一二一～＝一一一一一へ

牡印刷
一一一一一一一一

發行所 肚圏法人日本林業技術協會

東京都千代田麓永田町2丁目エ番地
琶話〔58〕1508番・振替東京6“48番

日本出楓瀦衝糞員番號B214012"
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一

確
鯉
一
什
誌
》
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溺
置
申
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嗣

′ 農學博士

吉田正男箸

3×3型396頁380円

蕊蕊井上元則著書瀞瀧
◆ c G ●① 血 Q ■ 令 ■■ 令 か ｰLd一一 一 ◆P卓F 司合 ▼ ■a■ ● 車■ ◆ ■ ■

i林業害錘防除論上窓‘

棟蠅黒墓之爵共著参職8畳
小住宅の庭園設計I

豐灘圭}共著林學講義識禦7鯛
|吉国博士著林債算法及較利學苓2鶏
中村博士著育林學原論票3鵜
|寧村博士箸造林學随想票3鯛

三浦博士箸林業實験と實智蕊鰡
佐藤敬二著遥林學原論近刊

島田博士署林政學概要第3鯛
島田博士箸アメリカ林業發展史干共170画

島田博士署林業獅記及收盆評定論〒共235回

徳川博士著曝騨鎧林技術の史湖職琴鯛

内田博士著實用潔測量法￥鯛

岩出雲之助著議椎茸培養法￥'鯛
北島博士箸椎茸･ナメコ･榎茸の人工栽培法

〒共185回

林
業
技
術

Ｊ
Ｊ
区
日
廿

第
一
・
一
号
脇

振替口座
東京195298

東京港屋赤坂
一ツ木町 地球出版株式會撤

（
興
林

二

こ
だ
を
改
題
第
十
八
賊
）

I
實践育林學蝋富苓騨

造林の計喪とその俊行という観黙に立ち、育林蕊の
全般を容易に解説した賓務上及び學署上の良参考書

特用樹種覗喬壹鮮
農山村の多角經誉に極めて必要な樹藝作物について

書かれた最初のもので、良き研究指針、技師指導醤

農用林概論獺隠喜騨

砂防造林鳧…驫講

林木育種〔上･下〕 佐藤敬二著

森林作業法篭灘｜
土壌肥料綜典鴬黍闇雲辮

書 店瀧蕊窪蓄

森林氣象學
原田泰著A5判330頁慣480圖

育林學的な見地から氣象因子の測定法を記述して研究
の手引とし、陽光・瀧度・氣麟と風・鴻度・降水・蒸

散・天氣と氣候及び森林帯の成立や氣候の鍵灘等に開
して、森林に及l識-各氣象因子の膨欝と森林が之等の
諸因子に及ぼすI淵係等涯就き．最近の研究を加味して

識順.つ準易に解説した森林氣象の最新の好参考響

造林學概論'W瀦苓艀

森林土壌學穐蓋隠雲霧

森林保護學沼田大學著侭320円〒35円

農林地質學爲鏡闇雲瀞

更；,影土壌學言説警手鰐

頒
債
四
十
圓
（
塗
料
共
）

’東京都千代田厘
跡田錦町一丁目 朝 倉
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